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ごめんなさい

重要なお知らせ
　今号に掲載のイベント等は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大防止等の理由により、
中止・変更になる場合があります。
　最新の情報は市ホームページをご覧いた
だくか、担当部署・主催者に直接お問い合
わせください。
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　※住民基本台帳より
　 　2月末現在   （ ）内は前月比

人口／ 
男／
女／

世帯数／

栃木市の人口
( ‐ 248)
( ‐ 153)
( ‐ 95)
( ‐ 95)

159,551
79,852
79,699
 65,630
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－令和２年度　栃木市の予算－
問合先 ☎財政課 (21)2321

 (　)内は前年度の割合
※端数処理により構成%値が個々の値の合計と異なる場合があります。
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当初予算額

市税収入

年度末市債残
高見込額

年度末基金残
高見込額

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　令和2年度の一般会計と特別会計、企業会計をあわせた当初予算総額は1,147億3,316万9千円となり、
前年度に比較して31億2,660万3千円(2.8%)の増額になりました。
　一般会計予算は、前年度に比べ13億2,000千万円(2.0%)増加し659億9,000万円、特別会計の合計は前
年度に比べ5億8,634万7千円(1.7%)増加し356億5,720万5千円となっています。
　また、企業会計の予算額は、歳出総額130億8,596万4千円で前年度に比べ12億2,025万6千円(10.3%)
の増額となりました。

　令和２年度の一般会計予算は、幼児教育・保育の無償化に伴う扶助費や災害復旧事業費などの増加によ
り、令和元年度に引き続き増額となりました。
　また、災害復旧事業に伴う市債借入額の増加により、年度末市債残高については増加し、基金残高につ
いては減少の見込みとなっています。
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介護保険特別会計(保険事業勘定)

介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)

特 別 会 計 合 計 ( B )

水 道 事 業 会 計 ( 歳 出 )

下 水 道 事 業 会 計 ( 歳 出 )

企 業 会 計 合 計 ( C )

当 初 予 算 額

市 税 収 入

年度末市債残高見込額

年度末基金残高見込額

65,990,000
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11,070
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22,073
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7,571

64,670,000

18,145,355

1,932,216

14,925,931

67,356

35,070,858
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7,053,567

11,865,708

111,606,566

1,320,000
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106,864

369,603
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586,347
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1,220,256

3,126,603
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一 般 会 計 ( A )  

予算総額  ( A )＋( B )＋( C )  

会  計  名 令和２年度当初予算額 令和元年度当初予算額 増 減 額 増減率（％）

平成28年度予算額 平成29年度予算額 平成30年度予算額 令和元年度予算額 令和2年度予算額

一般会計予算の推移

令和２年度一般会計予算額

（単位：千円、％）

※全て一般会計当初予算時の数値

※1 その他自主財源：分担金及び負担金、使用料及び手数料、財
産収入、寄附金、繰入金

※2 その他依存財源：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税
交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特
例交付金、交通安全対策特別交付金

※3 その他(歳出)：維持補修費、積立金、予備費

その他依存財源※2
49億520万1千円
7.4%(7.2%) 市税

220億7,254万2千円
33.4%(33.7%) 

自主財源
315億7,867万4千円
47.9%(49.1%) 

諸収入
40億6,603万9千円
6.2%(6.2%)

依存財源
344億1,132万6千円
52.1%(50.9%) 

繰越金
22億円
3.3%(3.1%) その他自主財源※1 

32億4,009万3千円
5.0%(6.0%) 

その他（歳出）※3
15億2,552万3千円
2.3%(2.1%) 

その他（歳出）※3
15億2,552万3千円
2.3%(2.1%) 

人件費
118億4,219万1千円
17.9%(17.8%) 

人件費
118億4,219万1千円
17.9%(17.8%) 

義務的経費
333億8,294万5千円
50.6%(49.6%) 

義務的経費
333億8,294万5千円
50.6%(49.6%) 

その他の経費
246億7,032万9千円
37.4%(38.2%) 

その他の経費
246億7,032万9千円
37.4%(38.2%) 

投資的経費
79億3,672万6千円
12.0%(12.2%) 

投資的経費
79億3,672万6千円
12.0%(12.2%) 扶助費

149億4,959万9千円
22.7%(21.7%)

扶助費
149億4,959万9千円
22.7%(21.7%)

物件費
91億3,764万5千円
13.8%(14.7%) 

物件費
91億3,764万5千円
13.8%(14.7%) 

繰出金
57億4,471万8千円
8.7%(8.8%)

繰出金
57億4,471万8千円
8.7%(8.8%)

補助費等
52億4,894万3千円
8.0%(7.9%) 

補助費等
52億4,894万3千円
8.0%(7.9%) 

貸付金
30億1,350万円
4.6%(4.7%) 

貸付金
30億1,350万円
4.6%(4.7%) 

公債費
65億9,115万5千円
10.0%(10.1%) 

公債費
65億9,115万5千円
10.0%(10.1%) 

普通建設事業費
68億287万6千円
10.3%(12.2%) 

普通建設事業費
68億287万6千円
10.3%(12.2%) 

災害復旧事業費
11億3,385万円
1.7%(0.0%) 

災害復旧事業費
11億3,385万円
1.7%(0.0%) 

国庫支出金
96億7,703万2千円
14.7%(14.1%) 

地方交付税
89億2,800万円
13.5%(14.0%) 

市債
60億5,760万円
9.2%(8.7%) 

県支出金
48億4,349万3千円
7.3%(7.0%) 

659億9,000万円

歳　出
659億9,000万円

ホーデリーホーム　栃木 検索

〒322-0602 栃木市西方町金井323-1
ホーデリーホーム

平屋平屋 住宅専門店
QUOカード 500円分プレゼント

0282-25-5339

WEB来店予約お待ちしています！

月 木 金 土 日

平日でもOK!

無駄を省いたシンプルライフ。今、平屋が人気です。

※1家族様1回限りとさせていただきます。

栃木市小平町2期
建売平屋モデル／3LDK（23.5坪タイプ）

大好評公開中!!見学予約随時受付しております大好評公開中!!見学予約随時受付しております



ふれあいバス

栃木市空き家バンクホームページ

水防訓練

すこやか子育て相談室

市民ミュージカル

とちぎ秋まつり

第1　かけがえのない自然に優しいまちづくり
住宅用低炭素設備設置費補助金
　地球温暖化防止を図るとともに、災害時等にも非常用電源として活用でき
るようにする電気自動車充給電システム設置の補助制度を新たに加え、普及
促進を図ります。

第2　心地よく暮らせるまちづくり
ふれあいバス運行事業費
　高齢者等の交通弱者の日常生活におけ
る移動手段の確保及び公共交通空白地域
の解消のため、現在の10路線を12路線と
し、さらなる利便性の向上を図ります。
斎場再整備事業費
　現斎場の老朽化及び今後増加が見込ま
れる火葬需要に対応するため、新たな斎
場の整備を行うもので、整備・運営をＰＦＩにより実施するため、関連する
業務等を進めます。
スマートIC整備事業費
　高速道路への利便性向上や地域の活性化等を図るため、東北自動車道の都
賀西方パーキングエリアにスマートインターチェンジの設置を行います。令
和2年度は、道路改良工事を実施します。
定住促進支援事業費
　「まちなか定住促進住宅新築等補助金」「多世代家族住宅新築等補助金」
および「通勤者特急券購入費補助金」など各種補助を行い、市内全域におけ
る定住人口の増加を目指します。また、農村地域のコミュニティ維持及び活
性化を図るため、令和2年度は、市街化調整区域の空き家取得に対する補助制
度を新たに実施します。
空き家対策事業費
　空き家等の適正管理及び有効活用を図
るため、空き家の所有者等に対する助言
及び指導のほか、空き家解体の費用の一
部を助成します。

第3　安全安心で快適に暮らせるまちづくり
国土強靭化 地域計画 策定業務委託費
　台風第19号災害の教訓も踏まえながら、災害に強いまちづくりに取り組む
ための基本方針となる国土強靭化地域計画を策定します。
 清水川支川分水路整備事業費
　清水川への流下水量を軽減するため、支川の館野川に分水路及び調整池を
整備するもので、令和2年度は調整池の築造工事を実施します。
雨水・浸水対策事業費
　台風や集中豪雨等により溢水する河川について、効果的な浸水被害の軽減策
を実施するもので、令和2年度は、大淵沼遊水池の整備工事を実施します。
防災事業費
　災害発生時の被害を最小限にとどめる
ため、防災備蓄品の購入や防災訓練の実
施、自主防災組織の設立育成に重点的に
取り組み、市民の防災意識の高揚と防災
体制の充実強化を図ります。
道路橋りょう災害復旧事業費
　昨年の台風第19号により被害を受け
た、市内4か所の橋梁と道路の舗装復旧
事業を実施します。
公共下水道雨水渠整備事業費
　薗部町から片柳町にわたる永野川左岸第１排水区の大雨による浸水被害を
防ぐため、幹線水路及び流末部に樋門、調整池等を整備します。令和2年度は
調整池の基本設計および基盤整備工事等を実施します。

第4　健康で生きがいを持てるまちづくり
学童保育事業費
　共働き家庭等の小学生児童に対し、健全な育成を図るため、遊びや生活の
場を提供するもので、新たな民間委託も含め、市内56の施設で学童保育を実
施します。
妊娠出産包括支援事業費
　妊産婦等の不安や負担軽減のため、妊娠期
から子育て期にわたり、心身のケアや育児の
サポート等、切れ目ない支援を行い、安心し
て子育てできる支援体制を構築します。令和2
年度は産後ケアの取り組みとして、現行の
「短期入所型」および「通所型」に加え、よ
り利用しやすい「居宅訪問型」の事業を実施します。

第5　健やかに人を育み学び続けられるまちづくり
国民体育大会関連施設整備事業費
　2022年に本県で開催される、いちご一会とちぎ国体に向けて、競技施設と
なる総合運動公園総合体育館等の改修を行うもので、令和２年度は、主競技
場床張替工事等を実施します。
コミュニティ・スクール運営事業費
　学校・家庭・地域が連携し、地域ぐるみで子ども達を育てるため、学校運
営協議会制度を導入しており、令和2年度は、コミュニティ・スクール研究大
会の全国大会を本市で開催します。
グローバル教育推進事業費
　グローバル化が進展する社会において、その基礎となる英語によるコミュ
ニケーション能力の向上を目指し、ALTの増
員やスピーキングテストの実施など外国語教
育の充実を図ります。
新生栃木市10周年記念市民ミュージカル
開催事業費
　新生栃木市10周年を記念し、市民参加の
ミュージカルを開催します。

第6　いきいきと働き賑わいのあるまちづくり
食とスポーツによる地域活性化計画策定委託事業費
　本市が持つ“食”と“スポーツ”そして観光などの地域資源を最大限に活用し、
地域の活性化、産業の発展、雇用の場の確保に繋げるための地域活性化計画
を策定します。
新生栃木市10周年記念式典事業費
　新生栃木市10周年を記念し、10月10日に栃木文化会館で記念式典を開催
します。
栃木インター周辺開発事業費
　栃木インターチェンジ直近という優れた立地環境を活かして、新たな産業・
物流拠点を整備し、本市経済の活性化や新たな雇用の創出を図るもので、令和
2年度は、進入路の実施設計及び区画整理事業の調査を実施します。
新生栃木市10周年記念とちぎ秋まつり負担金
　栃木商工会議所、栃木市観光協会、栃木市商店会連
合会及びとちぎ山車祭り伝承会との共催により、11
月6日から8日にかけ、2年に一度のとちぎ秋まつりを
開催します。
平川地区開発事業費
　市街化区域に隣接し、都市計画道路沿いに位置する
「平川地区」において産業系の土地利用を図るため、
令和2年度は土地区画整理事業の導入に向け、事業計
画の作成や換地設計の準備を進めます。

第7　共に考え共に築き上げるまちづくり
市民憲章制定記念事業費
　10月10日に開催する新生栃木市10周年記念式典において「市民憲章」を
公表し、市内各施設や小中学校に憲章文を掲示し、普及啓発を図ります。

令和２年度の主な事業

だいぶちぬまゆうすい ち

いっすい

ひ もん

りょう
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市政トピックスHearts of TOCHIGI

毎月第3日曜日は「家庭の日」
家庭の日普及啓発の協定を締結

　3月 19日、一般社団法人 倫理研究所 栃木県栃
木市倫理法人会と栃木市で、「家庭の日」の普及啓
発活動を通して、子育てにおいて家庭が果たす役割
の重要性を啓発するための協定を締結しました。
　家庭の日とは、家族が一緒に過ごし、家庭の大切
さについて考えるきっかけとする日です。栃木県で
は、毎月第3日曜日が家庭の日と定められています。
この日はぜひ、それぞれの御家庭ならではの「家庭
の日」をお過ごしください。

聖火リレー準備へのご協力
ありがとうございました

　令和2年3月29日（日）に予定をしておりました、
聖火リレーにつきましては、新型コロナウイルスの
影響により延期となりました。
準備にあたり、市民の皆様には多大なご協力をいた
だき、誠にありがとうございました。
　今後、日程調整のうえ改めて実施となる見込みで
す。詳細は、決定され次第お知らせいたします。引
き続き皆様と共に聖火リレーを盛り上げてまいりた
いと思いますので、よろしくお願いします。

栃木市・小山市相互乗入
広域公営路線バス1周年

　小山市・栃木市相互乗入による広域公営路線バス
実現 1周年記念式典が部屋南部桜づつみ公園にて
執り行われました。
　当日は、栃木市のふれあいバス部屋線を運行する
蔵の街観光バスの琴寄社長と、小山市のおーバス渡
良瀬ラインを運行する大山タクシーの大山社長、そ
れぞれの路線の運転手も同席し、両市長から運転手
に対し、日頃の安全運行に感謝の意をこめて、花束
が贈呈されました。

　令和３年４月採用の市職員採用試験（前期試験）を実施します。
対象・募集職種・受験資格等　下表のとおり
申込受付期間　４月 23日 ( 木 ) ～５月 15日 ( 金 )　
　　　　　　　郵送の場合は５月 15日 ( 金 ) 必着
試 験 日 程　第１次試験：５月 30日 ( 土 )・31日 ( 日 )
　　　　　　　試験会場：栃木市役所本庁舎（万町）
　　　　　　　 試験内容および第２次試験以降の日程については、試験案内を

ご覧ください。
試 験 案 内　本庁１階総合案内、本庁職員課、各総合支所内地域づくり推進課、
　　　　　　　市内各図書館で試験案内を配布。市ホームページでもダウンロード可

申込・問合先　職員課　☎ (21) ２３５１

職種 採用予定人員 受験資格 (それぞれ全ての要件を満たす方 )

保 育 士
（幼稚園教諭）

２名程度

・平成３年４月２日以降に生まれた方
・ 保育士資格及び幼稚園教諭免許を有する
方または令和３年３月末日までに保育士
資格及び幼稚園教諭免許を取得する見込
みの方

保 育 士
（幼稚園教諭）
【社会人枠】

・ 昭和６１年４月２日から平成３年４月１
日生まれの方

・ 保育士資格及び幼稚園教諭免許を有し、
保育士又は幼稚園教諭としての実務経験
を直近８年以内に合わせて５年以上有す
る方

令和2年度住宅用低炭素設備設置費補助金
電気自動車充給電システム設置の補助制度がはじまります

　定置型蓄電池または電気自動車充給電システムを設置した方を対象に、その
経費の一部を補助します。
対象　補助の対象となる住宅に居住している方（市税を滞納している方を除く）
補助対象機器と補助金額
　定置型蓄電池 　補助対象費用に１００分の 10を乗じた額
　　　　　　　　（上限５万円・１，０００円未満切り捨て）
　電気自動車充給電システム　一律４万円
※ 電気自動車充給電システムとは？　電気自動車に蓄えられ
た電力を、家庭用に有効活用するシステムのことです。エ
コカーの新しい形として、活用が進んでいます。

申請方法　所定の申請書に必要書類を添付し、問合先に提出（郵送可）
※詳細は、市ホームページや申請の手引きで確認してください。
問合先　環境課　☎（21）２３６６

■木造住宅の耐震補助制度を拡充しました
　本年度より、建替え補助金の補助限度額を２０万円引き上
げ１００万円に拡充しました。木造住宅の耐震化をより一層
促進するため、木造住宅の耐震補助制度をご利用ください。
補助制度
　耐震診断　補助限度額３万円（耐震診断費用）
　耐震改修　補助限度額１１０万円（耐震改修費用の５分の４以内）
　耐震建替え　補助限度額１００万円（耐震改修費用相当分の５分の４以内）
補 助対象　昭和５６年５月以前に建てられた、賃貸を目的としていない木造２
階建て以下の住宅。耐震改修、建替えについて令和３年３月までに工事完了
見込みの方。

そ の他　補助金の交付決定前に契約を行ってしまうと補助の対象となりません。
また、記載内容以外にも条件がありますので、申請前に事前に相談をお願い
します。

問合先　建築課　☎ (21) ２４４１

令和２年度 市職員採用試験
（前期試験）

【保育士（幼稚園教諭）】

Photo by Tokyo 2020 / Kyodo News
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。

　消費者月間は「消費者保護基本法（消費者基本法の前身）」が施行されたのが
１９６８年の５月であったことにちなみ、その施行 20 周年を機に１９８８年に定め
られたものです。期間中は、消費者、事業者、行政が一体となって、消費者問題に関
する教育・啓発などの事業を行います。
　「持続可能な開発目標（S

エスディージーズ
DGs）」とは、２０１５年に国連の「持続可能な開発サミッ

ト」において採択された国際目標です。これは 17 の「持続可能な開発目標」を達成
することにより「誰一人取り残さない」社会の実現に向けて、途上国のみならず先進
国も実施に取り組むものです。
　消費者行政の分野においても、消費者庁が中心となり、この国際目標の達成と安全・
安心で豊かに暮らすことができる社会の実現のため、消費者利益の擁護・増進のため
の相談体制の整備や、「エシカル消費（＝倫理的消費。人や社会・環境に配慮した消
費行動のことを言います）」の普及・啓発、消費者教育の推進や子どもの事故防止の
ための啓発活動など、様々な施策を行っています。
　市でも呼びかけを行っている「食品ロス」の削減は、エシカル消費推進の第一歩。
これを手始めとして、「もったいない」を合言葉に、自らの日々の消費が社会や環境
とつながっていることを意識し、消費を通じた豊かな未来づくりに向けて、身近な消
費者問題について考えてみませんか？
　　　　消費生活センター（本庁舎 2 階）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

５月は消費者月間
「豊かな未来へ～『もったいない』から始めよう！」

■相談業務の案内
相　　　談 日　時 場所／問合先

弁護士相談（事前に要予約）

（弁護士が法的な見解等を助言 )
※予約開始
　６月分：5月 1日（金）～
　７月分：6月 1日（月）～
　(各日 8時 30分より受付 )
※�同じ案件での相談は 2回ま
で（異なる会場で相談して
も同様）

5月8日（金）、22日（金）
6月12日（金）、26日（金）
10時～12時

本庁舎�2 階�市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

5 月 21日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階�相談室
☎(43)6611 0120-46-7830

6 月 15日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館�第 1階�研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

6 月 23日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所�別館 2階�会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

5 月 26日（火）
10時～ 12時

西方総合支所�1 階�会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

6 月 18日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所�1 階�相談室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

法律相談（事前に要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催

5月 19日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター�ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

宅地建物相談（予約開始：5/1（金）8時
30分～）（売買や賃貸借、所有と管理）

5月 15日（金）
10時～ 12時

本庁舎�2 階�市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎�2 階�市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

消費生活相談 ( 商品やサービス
など消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎�2 階�消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

合同相談

( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

♦5月12日（火）、26日（火）
10時～12時　

本庁舎�2 階�市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

5 月 21日（木）
10時～ 12時

大平総合支所�1 階�相談室
大平市民生活課☎ (43)9211

♦ 6月 10日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館�1 階�研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

6 月 23日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所�別館 2階�大会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

5月26日（火）
13時30分～15時30分

西方公民館 2階�小会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

♦ 6月 18日（木）
13時30分～15時30分

岩舟総合支所�1 階�相談室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

配偶者等からの暴力 (DV) 相談 月～金曜日
9時～ 16時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は留守電･FAX

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (24)0667　FAX (21)2690

青少年相談
( 非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の子
どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

児童虐待相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2226　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

障がい児者相談 ( 福祉サービス
の利用・障がいを理由とする差
別・合理的配慮及び虐待防止 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎/障がい児者相談支援センター
(障がい福祉課内 )
☎ (21)2219�FAX (21)2682

就労支援相談（事前に要予約）

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113
第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター�☎（21）2245・2246

もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

5月 8日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎�1階�市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

　

　
　「第 1 回栃木県農業大賞」において、岩舟町の株式会
社 TanakaFarm 誠が、経営改善に意欲的に取り組み顕
著な成果を収めた方を対象とする「農業経営の部」で栃
木県知事賞を受賞しました。その代表取締役である田中 
誠さんにお話を伺いました。

農業には苦労もやりがいもある
家族と従業員で構成される TanakaFarm 誠の代表を

務める誠さん。実家の農業を手伝いながらも、一時期は
就職をし、専業農家になるべきか、迷いがあったそうで
す。「農地の面積も増えてきて、両親だけではやりきれな
くなりました。それに農業には若い力が必要でした。」と、
10 年ほど前から本格的に農業経営を開始し、主に水稲
や二条大麦の種子生産を行っています。「農業には困難も
多いです。まずは天候。計画通りに作業できないことも
多く、災害はやはり怖い。そして、農地をきれいにしても、
車からゴミをポイ捨てされることが多い。整備した苦労
を知ってもらい、マナーを守ってもらえれば ･･･」と苦
労を滲ませつつも、やりがいも大きいと言います。

ICT の活用で地域全体を楽にさせ、効率化を目指す
　今回の受賞のポイントをお聞きすると、ICT 技術を活用
した生産性の向上があるそうです。「大型ドローンの導入
で、防除等作業の効率化を実践しています。また、地域内
の農地は細かく分かれていますが、集約化することで、バ
ラバラに管理するよりも大幅に省力することができます。
農地が点在していると、移動だけで時間を取られますから。
近隣の耕作者と話し合い、農地の交換を行うことで、お互
いにメリットがある。将来的にはより多くの農地交換を進
め、地域全体の農業を活性化できればと考えています。農
業に向かうみんなの身体も、気持ちも楽になるはず。」

将来を見据えた、人材の育成が必要
　同世代の農業者同士で相談をすると、生産している品
目は違えど、必ず『農業の担い手が少ない』という問題
が挙がると言います。田中さんのような若い農業者が、
その担い手なのでは？と聞くと「そうではありません。
農業の将来のためには、自分達のさらに次世代の農業者
の育成を、今から考える必要があります。」と危機感を
募らせます。「農業は継ぐもの、という先入観があるか
もしれませんが、必ずしもそうではありません。就職先
としても、選択肢に入れてほしい。農業のやりがいを知っ
てもらい、若い皆さんに興味を持ってほしい。」と、将
来の農業への思いを語っていただきました。 田

た な か

中　 誠
まこと

 さん

株式会社 TanakaFarm 誠
（第 1 回栃木県農業大賞 農業経営の部 栃木県知事賞）

■後期高齢者医療制度 保険料率などのお知らせ
令和 2年 4月からの保険料率等
　保険料率は、高齢化の進展や医療技術の進歩等の影響による１人当たりの医
療費の増加等に対応するため、２年に一度見直されます。
令和２・３年度の保険料率等は、次のとおりです。
 　　　平成３０・令和元年度　　　　　　令和２・３年度
　　均等割額　　  43,200 円 　　 →　　    43,200 円（変更なし）
　　所得割率　　 　　8.54% 　　 →      　 8.54% （変更なし）
　　賦課限度額　　620,000 円 →          640,000 円
所得の低い方への軽減措置
　均等割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得基準が引上げられます。
 均等割額５割軽減　被保険者数に乗ずる金額：　28 万円→　28.5 万円
 均等割額２割軽減　被保険者数に乗ずる金額：　51 万円→　   52 万円　
令和２年度以降の均等割額軽減特例措置の見直し
　保険料の軽減措置のうち、特例として実施している「所得の低い方への均等
割額の軽減特例措置」が、世代間の負担の公平を図る観点などから、国の医療
保険制度改革により、本来の軽減割合の７割軽減となるよう段階的に見直しが
行われています。
　令和２年度以降の所得の低い方への均等割額軽減特例措置の見直し内容は次
のとおりです。
　　　　　　　　令和元年度　　　　令和２年度　　　　　令和３年度
　軽減割合　　　　８割軽減　　→　　 ７割軽減　　→　　７割軽減
　　　　　　　 　　　　　8.5 割軽減　　→　7.75 割軽減　　→　　７割軽減
問合先　栃木県後期高齢者医療広域連合　☎ 028-627-6805

食品ロス削減
国民運動ロゴマーク

（ろすのん）
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成
年
後
見
制
度
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
栃
木
市
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
委
員
会

等
で
の
審
議
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
し

く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
４
４

開
発
許
可
に
関
す
る
条
例
お
よ

び
審
査
基
準
を
改
正
し
ま
し
た

　
「
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開

発
行
為
の
許
可
基
準
に
関
す
る

条
例
」
を
改
正
し
、
公
園
等
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

開
発
区
域
の
面
積
の
最
低
限
度

を
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
ま
し

た
。

　
ま
た
「
栃
木
市
開
発
許
可
等
審

査
基
準
」
に
つ
い
て
も
、
市
街
化

調
整
区
域
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
立
地
す
る
場
合
の
敷

地
規
模
の
改
正
等
を
し
ま
し
た
。

条
例
・
審
査
基
準
の
施
行
日　
　

　
令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
４
４

と
ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
再

生
品
提
供
事
業
を
隔
月
実
施

へ
変
更
し
ま
す

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
再
生
品

提
供
事
業
が
２
か
月
に
一
度
の

実
施
に
な
り
ま
す
。

受
付
日
時　
偶
数
月
（
４・６・

８
・
10
・
12
・
２
月
）
の
１
日

～
15
日　
９
時
か
ら
16
時

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上

の
方

問 

と
ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
☎

（31）
２
４
４
６

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
次
の
日
程
で
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
次
の
機
器
な
ど

で
テ
ス
ト
放
送
が
流
れ
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

訓
練
日
時　

５
月
20
日
（
水
）

11
時

放
送
内
容　
「
上
り
チ
ャ
イ
ム

＋
『
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
』＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
」

放
送
さ
れ
る
機
器　

屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
（
１
８
５
か
所
）
／

防
災
ラ
ジ
オ
（
自
動
起
動
し
ま

す
）
／
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
緊

急
割
込
み
放
送

問 

危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

が
発
送
さ
れ
ま
す

発
布
日　
５
月
８
日
（
金
）

納
期
限　
６
月
１
日
（
月
）
納

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
車
い
す
移
動
車
等
構
造
改
造

車
・
心
身
障
が
い
者
の
方
に
対

し
て
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減

免
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
減
免
申
請
受
付
は
６
月
１

日
（
月
）
ま
で
で
す
。
納
税
通

知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
お
早
め

に
申
請
し
て
下
さ
い
。
詳
細
は

問
合
先
ま
で
。

問 

市
民
税
課 

☎
（21）
２
２
６
１

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

納
税
通
知
書
が
発
送
さ
れ
ま
す

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

は
毎
年
１
月
１
日
に
市
内
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

家
屋
の
新
増
築
又
は
取
壊
し
等

を
し
た
と
き
は
、
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

発
布
日　
５
月
15
日
（
金
）

納
期
限　

全
期
・
第
１
期　

６
月
１
日

（
月
）

第
２
期　
７
月
31
日
（
金
）

第
３
期　
９
月
30
日
（
水
）

第
４
期　
11
月
30
日
（
月
）

問 

資
産
税
課
☎
（21）
２
２
７
１

台
風
19
号
で
被
災
し
た
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
加
入
の
方
へ

医
療
費
の
支
払
い
不
要
期
間
が
９

月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
＆
免
除

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
国
保
・
後
期
医
療

の
方
の
医
療
費
（
一
部
負
担
金
）

の
免
除
期
間
が
、
令
和
２
年
９

月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
以
降
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で「
被
保
険
者
証
」と「
一

部
負
担
金
免
除
証
明
書
」
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
支

払
い
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
免
除
証
明
書
は
「
国
民
健
康

保
険
の
方
で
り
災
証
明
で
確
認

の
取
れ
る
方
」
と
「
後
期
高
齢

者
医
療
の
方
で
保
険
料
の
減
免

申
請
済
の
方
」
に
は
３
月
下
旬

よ
り
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
免
除
証
明
書
が
お
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
で
も
、
次
に
該

当
す
る
方
は
申
請
に
よ
り
取
得

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
申
請
先
に
て
手
続
き
く
だ

さ
い
。

対
象　
栃
木
市
の
国
民
健
康
保

険
ま
た
は
栃
木
県
の
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
、

床
上
浸
水
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

被
災
を
さ
れ
た
方

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡

し
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ

た
方

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方

が
不
明
で
あ
る
方

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務

を
廃
止
、
又
は
休
止
さ
れ
た
方

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職

し
、
現
在
収
入
が
な
い
方

申
請
に
必
要
な
も
の

り
災
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）・

印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）・
被
保
険
者
証

※
対
象
者
②
～
⑤
に
該
当
す
る

方
は
、
他
に
必
要
な
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　

申
請
先　
保
険
医
療
課
（
市
役

所
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

※
す
で
に
支
払
っ
た
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
申
請
を
行
う
こ
と

で
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
先
へ
。

問 

保
険
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
☎

（21）
２
１
３
１

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
３
７

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
２

年
度
は
月
額
１
万
６
，
５
４
０

円
）
に
加
え
て
、
付
加
保
険
料

（
月
額
４
０
０
円
）
を
納
め
る

こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
と
の
併
用
加

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
例　
付
加
保
険
料
を
10
年

間
納
付
さ
れ
た
場
合

付
加
保
険
料
の
納
付
額･･･

４
０
０
円
×
12
月
×
10
年
＝

４
８
，
０
０
０
円

　
　
　
↓

付
加
年
金
の
年
金
額･･･

年
額

２
４
，
０
０
０
円
（
２
０
０
円

×
12
月
×
10
年
）

10
年
間
で
計
４
８
，
０
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
、
毎
年
２
４
，
０
０
０
円

の
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
、
大

変
お
得
で
す
。

付
加
年
金
の
申
込
は
市
役
所
及

び
各
総
合
支
所
で
で
き
ま
す
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

け
る
障
が
い
認
定

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
左
記
に
該
当
す
る

方
は
、
65
歳
の
誕
生
日
か
ら
、

申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象　

・
身
体
障
害
者
手
帳
／
１
～
３

級
お
よ
び
４
級
の
一
部

（
４
級
の
一
部･･･

音
声
、
言

語
機
能
の
著
し
い
障
害
／
両
下

肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
／
一

下
肢
の
下
腿
の
２
分
の
１
以
上

を
欠
く
／
一
下
肢
の
機
能
の
著

し
い
障
害
）

・
療
育
手
帳
／
Ａ
１
お
よ
び
Ａ
２

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

／
１・２
級

・
障
害
年
金
／
１・２
級

手
続
き　
障
害
者
手
帳
も
し
く

は
障
害
年
金
証
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
受
給
資
格
者
証
・

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
お

持
ち
の
方
は
こ
ち
ら
も
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
７

令
和
２
年
度
家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
設
置
費
補
助
金

　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
家
庭
の
生
ご
み
の
「
資
源

化
・
減
量
化
」
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

対
象

・
市
内
に
設
置
で
き
る
場
所
が

あ
る
方

・
積
極
的
に
生
ご
み
を
堆
肥
化

又
は
減
量
化
で
き
る
方

・
で
き
た
堆
肥
を
市
内
で
自
家

処
理
で
き
る
方

・
市
税
等
の
完
納
し
て
い
る
方

・
購
入
後
、
６
か
月
以
内
で
あ

る
こ
と

補
助
金
額

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器:

購
入
費

の
１
／
２
の
額
（
限
度
額
５
，

０
０
０
円・
１
世
帯
２
台
ま
で
）

堆
肥
化
促
進
剤
専
用
容
器:

購

入
費
の
１
／
２
の
額
（
限
度
額

５
，
０
０
０
円
・
１
世
帯
２
台

ま
で
）

電
気
式
生
ご
み
処
理
機:

購
入

費
の
１
／
２
の
額
（
限
度
額

２
０
，
０
０
０
円
・
１
世
帯
１

台
ま
で
）

※
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器
は
３
年
以

内
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は

５
年
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
世
帯
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん

※
購
入
費
は
、
本
体
価
格
及
び

消
費
税
と
な
り
ま
す

申
請
方
法　
関
係
資
料
を
お
取

り
寄
せ
の
上
、
設
置
終
了
後
、

領
収
書・写
真・カ
タ
ロ
グ
（
電

気
式
の
み
）・
市
指
定
の
申
請

書
お
よ
び
請
求
書
を
、
問
合
先

ま
た
は
各
総
合
支
所
の
窓
口
に

提
出

問 

環
境
課　
☎

（21）
２
１
４
１

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
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7 広報とちぎ　５月号 ２０２０（令和２）年４月２４日　発行お知らせ

令
和
２
年
度　

高
齢
者
肺
炎

球
菌
予
防
接
種

　
65
歳
以
上
で
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
の
方
は
、
令
和
元

年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
経
過

措
置
に
よ
り
、
該
当
す
る
年
度

に
お
い
て
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
、

費
用
助
成
を
受
け
て
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
期
間　
４
月
１
日
～
令
和

３
年
３
月
31
日

※
対
象
者
は
、
期
間
内
で
あ
れ
ば

誕
生
日
前
で
も
接
種
で
き
ま
す

対
象
者　
過
去
に
自
費
で
受
け

た
分
を
含
め
、
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
接
種
歴
が
な
く
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
令
和
２
年
４
月
２
日
か
ら
令

和
３
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

誕
生
日
を
迎
え
て
次
の
年
齢
と

な
る
方
。
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・

１
０
０
歳

・
接
種
時
60
歳
～
64
歳
で
、
心

臓
、
腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能

に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
を
有
す
る
方
お
よ
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
方

助
成
額　

１
回
接
種
に
つ
き

５
，
７
０
０
円
を
助
成
（
残
り

は
自
己
負
担
）

受
け
方　
①
事
前
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
み
、
予
診
票

の
交
付
を
受
け
る

②
市
内
協
力
医
療
機
関
に
予
約

を
し
、
記
入
し
た
予
診
票
を

使
っ
て
接
種

※
市
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
申

込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
接
種
後
、
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
自
己
負
担
分
を
助
成

（
上
限
あ
り
）

受
付
窓
口　
健
康
増
進
課
（
栃

木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
役
所
２
階
）
ま
た
は
総
合
支

所
（
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
西

方
、
岩
舟
）
の
市
民
生
活
課
保

健
福
祉
係

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
購
入
費

用
を
助
成
し
ま
す

対
象　
抗
が
ん
剤
治
療
に
伴
う

脱
毛
に
よ
り
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ

が
必
要
な
市
民
の
方

※
購
入
し
て
１
年
以
内
の
も
の

※
補
助
対
象
者
１
人
に
つ
き
、

１
回
限
り

補
助
額　
購
入
経
費
の
９
割
の

額
又
は
３
万
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
（
ウ
イ
ッ
グ
本
体
の
み
対

象
）。

必
要
書
類

抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
診
療

明
細
書
な
ど
）
／
ウ
イ
ッ
グ
購

入
の
領
収
書
／
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
）
※
代
理
申
請

の
場
合
、
本
人
と
代
理
人
ど
ち

ら
も
必
要
で
す
。
／
振
込
先
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類
（
通
帳

の
写
し
な
ど
）

※
詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で

申
込　
申
請
用
紙
（
健
康
増
進

課
〔
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
２
階
〕、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
問
合

先
に
提
出

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
２

５
月
12
日
は
民
生
委
員
児
童

委
員
の
日
で
す

　
市
で
は
、
３
９
４
名
の
民
生

委
員
児
童
委
員
並
び
に
主
任
児

童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
助
け
合
い
、

見
守
り
活
動
を
と
お
し
て
、「
声

を
出
せ
な
い
人
」「
声
を
出
さ

な
い
人
」「
気
に
な
る
人
」
を

発
見
し
た
ら
、
今
ど
ん
な
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
私
達
委

員
が
可
能
な
限
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、各
機
関
に
繋
ぎ
ま
す
。

ま
ず
は
何
か
心
配
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
を
！

・
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
（
妊

娠
、子
育
て
、い
じ
め
、虐
待
等
）

・
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
（
介

護
や
看
護
等
）

・
障
が
い
児
・
者
に
関
す
る
こ

と
（
外
出
時
の
支
援
、
障
が
い

者
手
帳
の
交
付
等
）

・
そ
の
他
、
生
活
全
般
に
関
す

る
こ
と
（
健
康
、
医
療
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
生
活
費
等
）

※
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
個
人

の
秘
密
は
民
生
委
員
法
（
第
15

条
・
守
秘
義
務
）
で
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

問 

栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
連
合
会
（
福
祉
総
務

課
内
） 　
　
　
☎

（21）
２
２
０
１

第
十
一
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
請

求
に
関
す
る
お
願
い

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
第

十
一
回
戦
没
者
特
別
弔
慰
金
の

請
求
が
始
ま
り
ま
す
が
、
多
数

の
方
の
来
庁
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
窓
口
で
お
待
た
せ
し
て
し

ま
う
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
集
団
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
、
７
月
以
降
、
順
次

地
域
ご
と
に
説
明
会
お
よ
び
請

求
受
付
を
行
い
ま
す
。
４
月
１

日
（
水
）
か
ら
の
請
求
も
可
能

で
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
説
明
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
決
定
次
第
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。（
※
申
請

は
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

ま
で
可
能
で
す
。）

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
４
１

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス 

　
　

令
和
２
年
度
の
事
業
者

　
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
等
（
※
そ
の
他
要
件
あ
り
）

で
、
食
材
の
確
保
・
調
理
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
て
、
昼
食

を
お
届
け
し
、
あ
わ
せ
て
安
否

の
確
認
を
行
う
「
高
齢
者
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
委
託
業
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
合
先
へ
。

※
配
達
の
可
否
に
つ
い
て
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
４
４

「
緑
の
募
金
」
運
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
身
近
な

緑
化
の
推
進
に
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
貴
重
な
水
資
源
を
確
保
す

る
た
め
の
森
林
整
備
や
地
球
温

暖
化
防
止
に
必
要
な
環
境
保
全

に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
金
方
法　

家
庭
、
街
頭
・
イ

ベ
ン
ト
、
職
場
、
企
業
・
団
体

な
ど
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

振
込
手
数
料
無
料
の
「
緑
の
募

金
」
専
用
振
込
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

と
ち
ぎ
環
境
・
み
ど
り
推

進
機
構

☎
０
２
８-

６
４
３-

６
８
０
１

農
林
整
備
課　
☎

（21）
２
３
８
６

『
生
垣
設
置
奨
励
補
助
金
』

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
緑
あ
ふ
れ
る
潤
い
と
安
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
た
め
、
新
た
に
生
垣
を
設

置
す
る
際
に
、
必
要
と
な
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

　製造事業所の皆さんへ
　２０２０年工業統計調査を実施します

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにすることを
目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
すべての製造事業所を対象に、６月１日現在で実施します。
　５月中旬頃に調査員が伺いますので、ご協力をお願いします。
　なお、調査票に記入いただいた内容については、統計法に
基づき秘密が厳守されますので、正確な記入をお願いします。

経済産業省・都道府県・市区町村  問合先 総合政策課 ☎（21）２３０６
コウちゃん

高齢者配食サービス事業者
事業者名 栃木 大平 藤岡 都賀 西方 岩舟

( 有 ) ききょう ○
このひら配食サービス ○ ○ ○

社会福祉法人 スイートホーム 〇 ○
市社会福祉協議会　西方支所 ○

まごころ弁当栃木中央店 〇 ○
ファーマシー中山㈱（宅配クック１２３栃木店） ○ ○

（株）トレンド（配食のふれ愛栃木店） ○ 〇 〇 〇 〇 〇
㈱シニアライフクリエイト ( 宅配クック１２３古河店 ) 〇 〇

　
昨
年
の
台
風
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
、

次
の
皆
様
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
全
国
市
議
会
議
長
会 

様 

７
７
９
万
４
，
７
９
５
円

・（
公
財
）栃
木
県
市
町
村
振
興
協
会 

様 

３
０
５
万
円

・
滝
川
七
団
体
代
表　
滝
川
市
長　
前
田
康
吉　
様

１
０
１
万
５
，
５
０
０
円

・
滝
川
市
長　
前
田
康
吉　
様　
　
　

 

１
０
０
万
円

・
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ　
様　
　
　
　
　
　

 
１
０
０
万
円

・
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
労
働
組
合　
様１０

０
万
円

・
お
お
き
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク　
院
長　
大
木
丈
弘　
様

１
０
０
万
円

・
大
杉
清
一　

様　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
㈱
カ
イ
ン
ズ 

代
表
取
締
役
社
長　
高
家
正
行　
様

１
０
０
万
円

・
小
矢
島
重
男　

様　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
五
月
女
博
勇　

様　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱　

様　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
栃
木
市
建
設
業
協
同
組
合　

様　
　

１
０
０
万
円

・
栃
木
市
公
認
管
工
事
業
協
同
組
合　
様１

０
０
万
円

・
内
藤
實　

様　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
な
か
つ
ぼ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

様　
　
　

１
０
０
万
円

・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
三
三
三-

Ｂ
地
区　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト　
様　

  　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
合
資
会
社
渡
辺
商
店　
代
表
社
員　
渡
辺
圭
一　
様

１
０
０
万
円

・
大
宮
地
区
自
治
会
連
合
会　
会
長　
内
藤
實　
様

50
万
円

・
栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱　
様　
　

 　
　
　
50
万
円

・（
一
社
）
栃
木
県
環
境
美
化
協
会　
様　
　
50
万
円

・
栃
木
市
内
各
商
工
会　
様　
　
　
　
　

 　
50
万
円

・
栃
木
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
様50

万
円

・
栃
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
会
長　
福
富
正
浩　
様

50
万
円

・
芙
蓉
レ
ン
タ
ル
㈱　
様　
　
　
　
　
　

 　
50
万
円

・東
京
都
特
別
区
長
会　
様　
　
47
万
６
，
２
０
０
円

・
足
利
銀
行
新
栃
木
支
店
エ
ー
ス
会　
様 　
30
万
円

・
薄
井
工
業
㈱　
様　
　
　
　
　
　
　
　

 　
30
万
円

・
太
平
山
観
光
会　
様　
　
　
　
　
　
　

 　
30
万
円

・
テ
ス
コ
㈱　
様　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
30
万
円

・
栃
木
市
設
備
業
協
会　
様　
　
　
　

 　
　
30
万
円

・
栃
木
市
電
設
業
協
会　
様　
　
　
　

 　
　
30
万
円

・
栃
木
造
園
建
設
協
同
組
合　
代
表
理
事　
島
村
豊　
様

30
万
円

・
広
島
市
長　
松
井
一
實　
様　
　
　
　

 　
30
万
円

・
部
落
解
放
同
盟
栃
木
県
連
合
会　
様　

 　
30
万
円

・
山
本
兵
一　
様　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
30
万
円

・
栃
木
県
市
長
会　
様　
　
　
　
　

 　
29
万
７
千
円

・
舘
野
建
設
㈱　
様　
　
　
　
　
　
　
　

 　
25
万
円

・
舘
野
会　
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
25
万
円

・
大
陽
ス
テ
ン
レ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
㈱　
様 　
20
万
円

・
栃
木
カ
レ
ッ
ト
㈲　

様　
　
　
　
　
　
　

20
万
円

・（
公
財
）
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団　
様　
20
万
円

・
栃
木
清
掃
サ
ー
ビ
ス
㈱　
様　
　
　
　

 　
20
万
円

・
栃
木
「
落
語
の
会
」　
様　
　
　
　
　
　
　
20
万
円

・
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ 

ゆ
に
ぞ
ん
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ　
様　

15
万
円

・
滋
賀
県
市
長
会　
様　
　
　
　
　
　
　

 　
15
万
円

・
全
国
市
議
会
議
長
会　
様 　
　
　
　
　
　
15
万
円

・
関
東
市
議
会
議
長
会　
様　
　
　
　
　

 　
15
万
円

・
國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校　

第
27
期
生　

卒
業

30
周
年
集
い
の
会　

様 　
　
　

 　

12
万
９
９
０
円

・
㈱
ア
ゲ
イ
ン
・
テ
ッ
ク　
様　
　
　
　

 　
10
万
円

・
上
都
賀
農
業
協
同
組
合　
様　
　
　
　

 　
10
万
円

・
佐
野
信
用
金
庫　
様　
　
　
　
　
　
　

 　
10
万
円

・
㈱
デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン　
様　
　
　
　

 　
10
万
円

・
栃
木
市
測
量
設
計
業
協
力
会　
会
長　
田
村
広　
様

10
万
円

・
栃
木
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
様　
　

 　
10
万
円

・
吾
一
か
ら
く
り
時
計
設
置
実
行
委
員
会　
様　10

万
円

・
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱　
様　
　
　
　

 　
10
万
円

（
以
降
、
お
名
前
の
み
の
掲
載
）

・
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
お
お
ひ
ら
実
行
委
員
会　
様

・
認
定
こ
ど
も
園
ふ
じ
お
か
幼
稚
園　
様

・
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｉinnovation

合
同
会
社

　
代
表　
義
達
祐
未　
様

・
テ
ス
ダ
自
動
車
整
備
士
訓
練
学
校　
様

・
栃
木
市
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
行
委
員
会　
様

・
㈱
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ　
祥
子　
様

・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ら
く
ら
く
大
森
店

　
和
賀
井
誠　
様

・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ら
く
ら
く
川
原
田
店

　
和
賀
井
典
子　
様

・
第
一
法
規
㈱　
様

・
栃
木
市
農
業
士
会　
様

・
加
藤
久
枝　
様

・
Ｈ
Ｍ
ス
タ
イ
ル　
代
表　
髙
橋
秀
知　
様

・
栃
木
県
市
議
会
議
長
会　
様

・
和
太
鼓　
鼓
舞
技
会　
様

・
蔵
の
街
絵
手
紙
教
室　
会
長　
舘
野
栄
美
子　
様

・
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
「
西
田
昌
史
」　
様

・
栃
木
市
花
き
生
産
者
会　
様

・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ　
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｕ
Ｌ　
様

・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会　
様

※
そ
の
他
、
非
公
表
希
望
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
を

含
め
、
総
額
４
，
４
２
１
万
８
，
３
１
６
円
（
３
月

31
日
現
在
）
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
被
災
者
に
直
接
配
分
す
る
義
援
金
を
い
た
だ
い
た

方
と
は
異
な
り
ま
す
。

問 

財
政
課　
☎

（21）
２
３
２
４

令
和
元
年
台
風
第
19
号
被
害
へ
の

　
　
　
　
　
あ
た
た
か
い
お
見
舞
い
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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県
立
自
然
公
園
内
で
行
う
行

為
に
は
許
可
等
が
必
要
と
な

り
ま
す

　
県
が
指
定
し
た
太
平
山
県
立

自
然
公
園
及
び
唐
沢
山
県
立
自

然
公
園
内
で
工
作
物
等
の
新
築

等
の
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、

条
例
に
基
づ
く
許
可
や
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
許
可
申
請

等
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま

す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
は

春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
！

　

国
で
は
、
新
緑
や
色
と
り
ど

り
の
花
々
が
映
え
る
春
季
に
、

緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
都
市
緑

化
推
進
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
運
動
期
間
中
に
は
、『
み
ど

り
の
月
間
』（
４
月
15
日
か
ら
５

月
14
日
ま
で
）や『
み
ど
り
の
日
』

（
５
月
４
日
）
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
こ
の
都
市
緑

化
推
進
運
動
を
機
に
、
緑
の
保

全
・
創
出
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

※
都
市
緑
化
推
進
運
動
期
間
中

に
開
催
さ
れ
る
各
種
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

獣
害
対
策
設
備
設
置
費
補
助

金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
野
生
獣
に
よ
る
被
害
を
受
け

て
い
る
方
が
、
侵
入
防
止
柵
等

を
設
置
す
る
場
合
、
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
を
受
け

る
に
は
、
設
置
す
る
前
に
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

農
地
や
宅
地
等
を

野
生
獣
か
ら
守
る
た
め
設
置
す

る
柵
等
の
獣
害
対
策
設
備
資
材

の
購
入
費
等
で
、
過
去
５
年
以

内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
土
地
に
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。災
害
に
よ
り
破
損

し
た
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
方
や
市

内
に
存
す
る
自
治
会
等

補
助
率　
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内（
個
人
の
場
合
）個
人
、

団
体
と
も
上
限
額
あ
り

令
和
２
年
度
の
変
更
点

①
台
風
19
号
に
よ
り
ひ
災
し
た

複
数
の
設
備
を
同
一
年
度
内
に

再
設
置
す
る
場
合
の
補
助
金
の

交
付
限
度
額
が
変
わ
り
ま
し

た
。（
詳
細
は
問
合
先
へ
）

②
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
既
に

設
置
し
た
設
備
で
は
被
害
を
防

止
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

設
置
か
ら
５
年
未
満
で
も
補
助

金
の
交
付
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
例:

イ
ノ
シ
シ

避
け
の
た
め
に
高
さ
１
ｍ
の
柵

を
設
置
し
た
が
、
そ
の
後
、
新

た
に
シ
カ
が
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
、
柵
を
高
く
し
な
い
と
侵

入
を
防
げ
な
い
場
合
等
）

問 

農
林
整
備
課
☎

（21）
２
２
８
９

令
和
２
年
度
教
科
書
選
定
委

員
会
・
教
科
書
展
示
会

教
科
書
選
定
に
関
す
る
会
議

令
和
３
年
度
使
用
小
・
中
学
校

特
別
支
援
学
級
用
教
科
書
、
中

学
校
用
教
科
書
に
つ
い
て
、
本

市
の
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し

た
教
科
書
を
選
定
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
選
定
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

第
１
回　
５
月
25
日
（
月
） 

14

時
～
15
時
30
分
「
採
択
の
方
針

に
つ
い
て
」

第
２
回　
７
月
16
日
（
木
） 

10

時
～
15
時
30
分
「
調
査
研
究
」

第
３
回　
７
月
21
日
（
火
） 

10

時
～
15
時
30
分「
教
科
書
選
定
」

場
所　
吹
上
公
民
館（
吹
上
町
）

※
選
定
議
決
の
場
面
は
非
公

開
。
選
定
の
結
果
は
、
選
定
委

員
会
終
了
後
に
口
頭
で
公
表
。

教
科
書
展
示
会

令
和
２
年
度
に
使
用
す
る
小
・

中
学
校
用
教
科
書
、
令
和
３
年

度
に
使
用
す
る
小･

中
学
校
特

別
支
援
学
級
用
教
科
書
、
中
学

校
用
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

日
時　
６
月
12
日
（
金
）
～
７

月
１
日
（
水
）
の
平
日

場
所　

栃
木
中
央
小
学
校
内
・

１
Ｆ
地
域
交
流
室

問 

学
校
教
育
課
☎

（21）
２
４
７
４

埋
蔵
文
化
財
の
範
囲
内
で
の 

工
事
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
）
の
範

囲
内
で
工
事
を
行
う
と
き
は
、

文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
基
づ

く
工
事
の
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
土
地
の
所
有
区
分
や
個
人
、
法

人
に
関
わ
ら
ず
、住
宅
地
の
造
成・

建
築
・
解
体
、
山
林
の
抜
根
、
水

道
を
引
き
込
む
等
、
土
地
を
掘
削

す
る
工
事
は
、
事
前
に
問
合
先
窓

口
（
市
役
所
４
階
）
で
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
か
ど
う
か
、
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
調
べ
た
い
場
所
が
わ
か
る
地

図
と
所
在
地
の
住
所
も
し
く
は

地
番
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。（
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
電
話
で
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。）

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
７

FAX
（21）
２
６
９
０

家
を
建
て
る
と
き
、
敷
地
に
接

す
る
道
路
は
幅
員
４
ｍ
以
上

　
建
物
の
新
築
や
増
改
築
を
す

る
場
合
、
敷
地
は
建
築
基
準
法

で
定
め
ら
れ
た
道
路
（
原
則
幅

員
４
ｍ
以
上
）
に
接
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道

路
で
あ
っ
て
も
、
建
築
基
準
法

の
適
用
を
受
け
る
前
か
ら
建
物

が
立
ち
並
ん
で
い
る
道
路
で
、

各
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の

（
法
42
条
２
項
道
路
）
は
、
建

物
を
建
て
る
際
に
道
路
の
中
心

線
か
ら
２
ｍ
ま
で
敷
地
を
後
退

さ
せ
る
こ
と
で
、
幅
員
４
ｍ
の

道
路
が
あ
る
と
み
な
し
て
建
築

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の

後
退
し
た
部
分
は
道
路
と
同
じ

扱
い
と
な
る
た
め
、建
物
や
塀
、

生
垣
な
ど
を
造
る
こ
と
は
出
来

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
替

等
の
際
に
後
退
部
分
に
含
ま
れ

て
い
る
既
存
の
塀
等
も
撤
去
・

移
転
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

～
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
促
進

事
業
～

　
２
項
道
路
に
関
し
て
「
後
退

用
地
無
償
使
用
承
諾
書
」
の
提

出
が
あ
っ
た
場
合
、
後
退
部
分

を
市
が
道
路
と
し
て
整
備
し
維

持
管
理
を
行
い
ま
す
。
こ
の
場

合
、
固
定
資
産
税
の
非
課
税
措

置
や
後
退
に
伴
う
塀
や
門
の
撤

去
費
用
の
一
部
補
助
制
度
（
限

度
額
10
万
円
）
を
活
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
後
退
用
地
を
市
に

寄
附
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
に

は
、
分
筆
測
量
費
の
一
部
に
つ

い
て
も
補
助（
限
度
額
30
万
円
）

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
補

助
制
度
の
利
用
に
は
、
事
前
協

議
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で

お
早
め
に
相
談
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問 

建
築
課　
☎

（21）
２
４
４
１

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
工
事

費
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ

る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
道

路
に
面
す
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
撤
去
改
修
工
事
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象　
建
築
基
準
法
の
道

路
及
び
小
学
校
の
通
学
路
に
面

す
る
、
道
路
の
地
盤
面
か
ら
高

さ
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
（
補
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
組
積

造
の
塀
）
で
、
安
全
基
準
に
適

合
し
な
い
塀
を
全
部
又
は
一
部

を
撤
去
す
る
工
事
。

補
助
制
度　
撤
去
改
修
に
要
す

る
費
用
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

長
さ
×
１
８
，
０
０
０
円
／
ｍ

の
い
ず
れ
か
低
い
額
の
２
／
３

補
助
限
度
額

建
築
基
準
法
の
道
路:

15
万
円

通
学
路:

20
万
円

そ
の
他　
補
助
金
の
交
付
決
定

前
に
契
約
又
は
、
撤
去
改
修
を

行
っ
て
し
ま
う
と
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
記
載

内
容
以
外
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
前
に
事
前
に
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

建
築
課　
☎

（21）
２
４
４
１

新
生
活
を
応
援
！
令
和
２
年

度
の
定
住
促
進
補
助
制
度

市
街
化
調
整
区
域
等
空
き
家
購

入
補
助
金

市
街
化
調
整
区
域
等
に
居
住
用

の
空
き
家
を
購
入
し
た
方
に
補

助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

市
街
化
調
整
区
域

（
西
方
地
域
は
用
途
地
域
外
）

に
空
き
家
を
購
入
（
令
和
２
年

４
月
～
令
和
５
年
３
月
の
契

約
）
し
て
転
入
・
転
居
し
た
方

補
助
金
額　
20
万
円

申
請
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

新
婚
生
活
を
始
め
る
夫
婦
の
住

ま
い
に
関
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
令
和
２
年
１
月
１
日

以
降
に
婚
姻
し
た
、
所
得
合
計

３
４
０
万
円
未
満
か
つ
年
齢
合

計
70
歳
未
満
の
新
婚
夫
婦

補
助
対
象
費
用　
令
和
２
年
１

月
１
日
以
降
に
生
じ
た
住
宅
の

購
入
・
賃
借
費
用
及
び
引
越
費
用

補
助
金
額　
30
万
円
ま
で

申
請
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

～
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
子
育
て
支
援

型
・
地
域
活
性
化
型

栃
木
市
で
は
住
宅
金
融
支
援
機

構
と
連
携
し
、
長
期
固
定
金
利

住
宅
ロ
ー
ン
【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

の
借
入
金
利
を
引
き
下
げ
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者　
「
ま
ち
な
か
定
住
促

進
住
宅
新
築
等
補
助
金
」「
空

き
家
バ
ン
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
」「
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費

等
補
助
金
」
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

制
度
内
容　
【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

の
借
入
金
利
を
当
初
５
年
間
、

年
０
．２
５
％
引
き
下
げ
ま
す
。

ま
た
、【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
Ｓ
と

の
併
用
に
よ
り
、
最
大
で
０
．

５
０
％
引
き
下
げ
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

申
請
先　
【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
の

取
扱
金
融
機
関
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
記
載
内
容
以
外
に

複
数
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
問
合
先
へ
。

問 

住
宅
課
☎

（21）
２
４
５
３

東
日
本
大
震
災
に
あ
た
た
か

い
お
見
舞
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　
東
日
本
大
震
災
に
対
し
、
左

の
方
よ
り
災
害
義
援
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま

す
。

　
早
乙
女
靴
店
／
株
式
会
社
Ｆ

Ｔ
Ｍ
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１



9 広報とちぎ　５月号 ２０２０（令和２）年４月２４日　発行お知らせ・募集・催し

自
動
車
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
た
び
市
内
在
住
の
大
杉

清
一
様
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
栃
木

市
の
更
な
る
発
展
と
市
政
推
進

へ
の
思
い
を
込
め
て
自
動
車
１

台
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問 

管
財
課　
☎

（21）
２
６
０
６

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
ア
ン
ケ
ー
ト

　
平
成
21
年
か
ら
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
10
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
本
市
で
の
設

置
率
や
維
持
管
理
状
況
を
確
認

す
る
た
め
に
、５
月
１
日
（
金
）

～
25
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
、

消
防
職
員
が
無
作
為
に
抽
出
し

た
住
宅
へ
直
接
出
向
き
、
５
分

程
度
の
口
頭
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
防
職
員
は
消
防
車
両
で
出

向
し
、
職
員
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
消
火
器
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
を
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

募

集

栃
木
市
消
費
生
活
審
議
会
委

員
の
募
集

　
市
民
の
消
費
生
活
の
安
定
及

び
向
上
に
関
す
る
必
要
な
事
項

を
調
査
審
議
す
る
た
め
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
満
20
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
方
で
、
消
費
生
活
に
関
心

が
あ
り
、
平
日
の
会
議
に
参
加

で
き
る
方
（
栃
木
市
の
他
の
審

議
会
等
の
委
員
を
２
つ
以
上
兼

務
し
て
い
る
方
を
除
く
）

任
期　
令
和
２
年
７
月
１
日
か

ら
２
年
間

内
容　
第
２
次
栃
木
市
消
費
生

活
基
本
計
画
に
関
し
て
の
調
査

審
議
等

定
員　
２
人（
選
考
の
う
え
決
定
）

報
酬　
４
，０
０
０
円
（
日
額
）

応
募
方
法　

５
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
応
募
用
紙（
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
ま
た
は
問
合
先
窓
口
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

問 

市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１

景
観
審
議
会
委
員
（
公
募
委

員
）
募
集　

　
本
市
で
は
、
良
好
な
景
観
の

形
成
に
関
す
る
重
要
事
項
に
関

す
る
調
査
審
議
を
行
う
と
と
も

に
、
市
の
景
観
施
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
広
く
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
は
問
合
先
へ
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
２
人　

対
象　
次
の
全
て
の
項
目
に
該

当
す
る
方

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

（
令
和
２
年
６
月
30
日
現
在
）

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
昼
間

に
開
催
す
る
栃
木
市
景
観
審
議

会
に
出
席
で
き
る
方

・
本
市
に
お
け
る
良
好
な
景
観

形
成
の
推
進
に
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
け
る
方

任
期　
令
和
２
年
７
月
１
日
～

令
和
４
年
６
月
30
日
の
２
年
間

報
酬　
４
，０
０
０
円
（
日
額
）

申
込　
６
月
12
日
（
金
）
必
着

で
、応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
、
郵
送
い
ず
れ
か
で
問
合
先

へ
。選
考
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
２

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

　
　
　
　

出
演
者
大
募
集
！ 

　
　
（
期
間
延
長
し
ま
し
た
）

　
新
生
栃
木
市
誕
生
10
周
年
を

記
念
し
て
、
令
和
２
年
12
月

に
公
募
者
１
０
０
人
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
開
催
し
ま

す
。
歌
っ
て
！
踊
っ
て
！
楽
し

く
素
敵
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
一

緒
に
創
り
ま
し
ょ
う
♪

応
募
資
格　
令
和
２
年
４
月
時

点
で
小
学
生
以
上
の
方

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、７
月
５

日（
日
）に
変
更
と
な
り
ま
し
た

費
用　
５
，
０
０
０
円
、
中
学

生
以
下
は
２
，
０
０
０
円

申
込　
６
月
５
日
（
金
）
ま
で

に
申
込
書
を
問
合
先
へ
提
出

（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
可
。

必
着
）

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
５

「
登
下
校
見
ま
も
り
隊
」（
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

　
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
中

で
安
全
に
安
心
し
て
登
下
校
で

き
る
た
め
に
、
登
校
班
の
付
き

添
い
や
交
差
点
で
の
見
守
り
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
新
規
募

集
し
ま
す
。　

対
象　
『
無
理
せ
ず
、
で
き
る

日
に
、
で
き
る
時
間
に
、
で
き

る
や
り
方
で
』
で
ご
協
力
い
た

だ
け
る
地
域
の
方
々

申
込　

申
込
書
（
学
校
教
育
課

〔
市
役
所
本
庁
舎
４
階
〕、
各
小
学

校
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希

望
す
る
小
学
校
へ
直
接
提
出

※
活
動
中
に
不
審
者
に
危
害
を

加
え
ら
れ
た
り
、
交
通
事
故
等

の
被
害
に
あ
っ
た
り
し
た
場
合

は
、
市
が
加
入
し
て
い
る
保
険

で
補
償
い
た
し
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
団
体

や
個
人
の
方
で
、
お
辞
め
に
な
る

場
合
や
代
表
者
の
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
登
録
し
た
小
学
校
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
変
更
が
な
い

場
合
は
、
継
続
と
な
り
ま
す
。

問 

学
校
教
育
課
☎

（21）
２
４
７
４

（
仮
称
）文
学
館
資
料
調
査
員

募
集

応
募
要
件　
司
書
資
格
を
有
す

る
方
等

任
用
期
間　
令
和
２
年
７
月
１

日
（
水
）
～
令
和
３
年
３
月
31

日
（
水
）

勤
務
日　
原
則
土
、日
、祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
週
５
日

勤
務
時
間　
１
日
７
時
間
（
９

時
～
17
時
）

報
酬　
９
２
４
円
～
９
８
０
円

／
時
間
額

業
務
内
容　
本
市
ゆ
か
り
の
文
学

関
連
資
料
の
整
理
、
目
録
作
成
等

応
募
方
法　

５
月
７
日
（
木
）

～
15
日
（
金
） 

に
、選
考
申
込
書
、

応
募
要
件
を
証
明
す
る
も
の
の

写
し
、
応
募
動
機
に
関
す
る
作

文
を
問
合
先
へ
提
出
（
郵
送
可
。

〆
切
日
必
着
）※
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面

接
試
験
（
日
時
は
後
日
連
絡
し

ま
す
。）

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
９

令
和
２
年
度　

栃
木
市
文
化

マ
イ
ス
タ
ー
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
栃
木

市
文
化
振
興
推
進
制
度
」
に
基

づ
く
市
民
協
働
に
よ
る
文
化
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、『
栃
木

市
文
化
マ
イ
ス
タ
ー
』
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

対
象

・
市
内
に
在
住
、
又
は
在
勤
し

て
い
る
方

・
本
市
の
文
化
面
の
各
分
野
で

調
査
、
研
究
、
活
動
を
し
て
い

る
個
人
又
は
団
体

活
動
内
容
等　
市
や
地
域
の
各

種
事
業
等
（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
公
民
館
事
業
、
視
察

研
修
等
で
来
市
し
た
方
へ
の
解

説
等
）
へ
の
参
加

認
定
基
準

・
文
化
活
動
実
績
５
年
以
上

・
本
市
が
実
施
す
る
文
化
振
興

事
業
へ
の
支
援
若
し
く
は
協
力

を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
文

化
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
実
績
等
が
あ

る
こ
と

応
募
方
法　

５
月
７
日
（
木
）

～
６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
、

所
定
の
申
請
書（
問
合
先
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
）
に

記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
※

選
考
委
員
会
等
に
お
い
て
、
認

定
の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

問 
文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
５

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅

本
町
市
営
住
宅　

３D
K

　

１

戸
（
４
階
）
※
単
身
者
可

大
宮
市
営
住
宅　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
４
階
）
※
単
身
者
可

３
Ｄ
Ｋ　
１
戸
（
２
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
３
Ｄ

Ｋ　
（
73
．
77
平
方
㍍
）　
２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　

５
月
１
日
（
金
）

～
11
日
（
月
）　

８
時
30
分
～

17
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

入
居
日　
６
月
１
日
（
月
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
申
込
先
へ
。

問 

宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管

理
セ
ン
タ
ー　
☎

（21）
８
６
７
７

催

し

「
渡
良
瀬
遊
水
地
外
来
植
物

等
除
去
活
動
」
参
加
者
募
集

　
希
少
植
物
や
在
来
植
物
の
生

育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
外
来

植
物
等
の
除
去
活
動
を
５
月
に

２
回
実
施
し
ま
す
。
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
で
あ
る
渡
良
瀬
遊

水
地
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
に

つ
な
ぐ
た
め
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

第
１
回　

日
時　
５
月
16
日
（
土
）
８
時

40
分
集
合
受
付

作
業
時
間:

９
時
か
ら
10
時

集
合
場
所　
部
屋
南
部
桜
づ
つ

み
公
園
駐
車
場（
藤
岡
町
部
屋
）

第
２
回

日
時　
５
月
30
日
（
土
）
９
時

40
分
集
合
受
付

作
業
時
間:

10
時
か
ら
11
時

渡
良
瀬
遊
水
地
の
お
魚
と
の
触

れ
合
い
体
験
を
同
時
開
催

集
合
場
所　
谷
中
湖
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
前

共
通
事
項

小
雨
実
施
・
荒
天
中
止

対
象　
ど
な
た
で
も

内
容　
外
来
植
物
等
の
抜
き
取

り
に
よ
る
希
少
植
物
保
全
活
動

申
込　
不
要
（
10
人
以
上
で
の

参
加
の
場
合
、
事
前
に
お
電
話

く
だ
さ
い
）

持
ち
物　
長
そ
で
、長
ズ
ボ
ン
、

長
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問 

渡
良
瀬
遊
水
地
課

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
０
９
１
９

市
内
を
巡
っ
て
新
し
い
発
見　

第
１
回‶

栃
木
の
と
ち
ぎ

交
流
事
業
″

　

市
内
各
地
の
隠
れ
た
名
所
な

ど
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。
今
回
は
、
４
０
０
年
以

上
も
昔
か
ら
西
方
地
域
の
農
業

を
支
え
て
き
た
施
設
や
、
地
域
に

伝
わ
る
伝
説
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
か
ら
伝
わ

る
仏
像
（
国
宝
）
の
拝
観
や
、
新

し
く
整
備
さ
れ
た
千
塚
産
業
団

地
に
お
い
て
、
栃
木
の
歴
史
と
も

深
く
関
係
し
て
い
る
「
便
利
グ
ッ

ズ
」
の
製
造
工
場
も
見
学
す
る
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方

日
時　
５
月
27
日
（
水
）
９
時

～
16
時 

コ
ー
ス　

西
方
地
域
（
見
学
）　

⇩
　
花
之
江
の
郷
（
昼
食
）
⇩　

八
百
比
丘
尼
の
里　
⇩　
千
塚

工
業
団
地
（
エ
ス
テ
ー
マ
イ

コ
ー
ル
㈱
工
場
見
学
）

※
史
跡
な
ど
を
回
り
ま
す
の

で
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所　
旧
警
察
署
跡
地
駐

車
場

定
員　
25
人
（
抽
選
制
）

※
申
し
込
み
は
１
組
２
名
ま
で

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
昼
食

代
、
見
学
料
含
む
。
ツ
ア
ー
当

日
に
お
預
か
り
し
ま
す
）

申
込　
４
月
27
日
（
月
）
～
５

月
15
日
（
金
）

申
込
方
法　
市
役
所
本
庁
の
地

域
づ
く
り
推
進
課
窓
口
に
て
直

接
受
付
、
ま
た
は
下
記
連
絡
先

に
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
土
日
祝
日
を
除
く
通
常
業
務

時
間
の
み
受
付
）。
な
お
、
郵
送

で
の
申
し
込
み
の
際
は
、
封
書
に

て
、お
名
前
（
ふ
り
が
な
）、住
所
、

連
絡
先
、生
年
月
日
を
明
記
の
上
、

５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
届
く
よ

う
に
、
お
願
い
い
た
し
ま
す

宛
先　
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６　

栃
木
市
万
町
９
‐
25　
栃
木
市

役
所
地
域
づ
く
り
推
進
課　
栃

木
交
流
事
業
担
当
者
宛

抽
選
結
果
の
発
表　
当
選
結
果

に
つ
き
ま
し
て
は
５
月
18
日
（
予

定
）
の
抽
選
実
施
後
、
電
話
に
て

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ま
た
当
選

者
の
方
に
は
、
後
日
、
行
程
表
な

ど
を
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

問 

地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
３
２
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出
会
い
イ
ベ
ン
ト

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者

会
で
開
催
さ
れ
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流

会
に
参
加
し
て
、
素
敵
な
出
会

い
を
み
つ
け
よ
う
♪

日
時　
６
月
７
日
（
日
）
11
時

～
15
時
予
定

場
所　
大
平
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
大
平
町
蔵
井
）

対
象　
40
代
ま
で
の
独
身
男
女

定
員　
男
女　
各
10
人

費
用　
男
女
と
も
に
５
０
０
円 

（
女
性
２
名
以
上
の
申
込
み
で
無
料
）

申
込　
５
月
30
日
（
土
）
ま
で

に
代
金
を
添
え
て
直
接
申
込
み

（
身
分
証
提
示
）

問 

大
平
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
☎

（43）
５
１
９
１

受
付
時
間:

13
時
～
21
時
（
平

日
）、
13
時
～
16
時
（
土
曜
）

寺
尾
米
づ
く
り
体
験
教
室

２
０
２
０
春
の
部

日
時　
５
月
31
日
（
日
）
９
時

30
分
～
13
時

場
所　
寺
尾
公
民
館
お
よ
び
周

辺
ほ
場
（
梅
沢
町
）

対
象　
ど
な
た
で
も

内
容　
田
植
え
、
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
、さ
つ
ま
苗
植
え
（
昼
食・

お
土
産
つ
き
）

定
員　
40
人
（
先
着
）

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）

申
込　
５
月
18
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ

主
催
　
寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会

問 

農
業
振
興
課
☎

（21）
２
３
８
３

講

座

長
寿
園
前
期
教
室
受
講
者
募
集

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
！
長
寿
園
各

種
教
室（
前
期:

６
月
～
９
月
）

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

場
所　
長
寿
園
（
薗
部
町
２
丁

目
／
と
ち
ぎ
西
部
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
内
）

対
象　
健
脳
健
筋
美
姿
勢
教
室

は
、
概
ね
60
代
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

内
容

①
健
脳
健
筋
美
姿
勢
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
＝
毎
月
第
１
、３
、５

月
曜
日

10
時
～
11
時
30
分
（
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
負
荷
60
代
程
度
）
全
10
回

②
や
さ
し
い
健
康
体
操
教
室
＝

毎
月
第
１
、３
、５
水
曜
日

９
時
20
分
～
10
時
40
分　
全
10
回

③
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
健
康
体
操
教

室
＝
毎
月
第
１
、３
、５
水
曜
日

10
時
55
分
～
12
時
15
分　
全
10

回④
気
功
体
操
教
室
＝
毎
月
第

２
、４
水
曜
日　

14
時
～
16
時　
全
８
回

⑤
健
康
料
理
教
室
＝
毎
月
第
４

火
曜
日　

10
時
～
12
時　
全
４
回

定
員　
各
30
人
（
原
則
１
人
１

教
室
）

費
用　

参
加
費
１
，
０
０
０

円
、
健
康
料
理
教
室
の
み
参
加

費
２
，
０
０
０
円
（
材
料
費
等

を
含
む
）

ま
た
、
施
設
利
用
料
が
市
内
在

住
60
歳
以
上
の
場
合
１
０
０
円

が
利
用
ご
と
に
発
生
し
ま
す
。

申
込　
直
接
、
問
合
先
へ
来
園

し
、申
込
書
に
記
入
し
て
提
出
。

（
電
話
不
可
）

受
付
期
間
は
次
の
と
お
り
。
①

５
月
６
日（
水
）～
13
日（
水
）、

②
・
③
５
月
８
日
（
金
）
～
15

日
（
金
）、
④
５
月
11
日
（
月
）

～
18
日
（
月
）、
⑤
５
月
12
日

（
火
）
～
19
日
（
火
）

※
原
則
申
し
込
み
は
１
人
１
教

室
、
た
だ
し
申
込
期
限
を
過
ぎ

て
定
員
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

そ
の
限
り
で
は
な
い
。

問 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

（
若
色
）　　
　
☎

（22）
０
３
３
３

（
木
曜
・
祝
日
休
館
日
）

ま
す
ま
す
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

シ
ニ
ア
世
代
の
み
な
さ
ん

が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
の
お
手
伝
い
を
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
し
ま
す
。

全
５
回
受
講
し
た
方
に
は
、
修

了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時

基
礎
講
座:

２
回　
①
６
月
10

日
（
水
）
②
17
日
（
水
）
各
日

10
時
～
12
時
（
受
付
９
時
45
分

～
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座:

２
回

交
流
会
等:

１
回

（
※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
、
交

流
会
等
の
詳
細
は
受
講
時
に
ご

案
内
し
ま
す
。）

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

内
容　

①
ま
す
ま
す
元
気
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
、

あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操
に
つ
い

て②
高
齢
者
の
身
体
的
特
徴
や
基

本
的
な
接
し
方
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
技
術 

講
話
・
実
習

持
ち
物　
筆
記
用
具
、飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
、メ
ガ
ネ
（
必
要
な
方
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
５
月
７
日
（
木
）
～
29

日
（
金
）

問 

栃
木
中
央
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　
　
☎

（21）
２
２
４
６

「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
生
き
生
き
塾
」

受
講
者
募
集

　
シ
ル
バ
ー
世
代
の
交
流
を
通

し
て
、
教
養
・
文
化
活
動
、
福

祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
６
月
か
ら
令
和
３
年
１

月
の
毎
月
第
４
火
曜
日
。
た
だ

し
、
９
月
は
第
５
火
曜
日
。
９

時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
大
平
隣
保
館
（
大
平
町

新
）

対
象
者　
市
内
在
住
60
歳
の
市

民
で
、
全
８
回
講
座
の
う
ち
、

４
回
以
上
出
席
の
で
き
る
方

定
員　
30
人

費
用　
無
料
（
講
座
に
よ
っ
て

は
材
料
費
の
み
個
人
負
担
）

申
込　
５
月
11
日
（
月
）
か
ら

（
受
付
時
間
８
時
30
分
～
17
時
）

問 
大
平
隣
保
館
☎

（43）
６
６
１
１

 

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録

対
象　
20
歳
以
上
の
有
資
格
指

導
者
２
人
以
上
、
団
員
10
人
以

上
の
団
体

費
用　

指
導
者
１
人
１
，

１
０
０
円
、
団
員
１
人
６
５
０

円
（
県
及
び
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
登
録
も
兼
ね
ま
す
）

申
込　
５
月
31
日
（
日
）
ま
で

に
ウ
ェ
ブ
登
録
シ
ス
テ
ム
に
て

登
録
申
請
後
、
問
合
先
へ
納
入

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
16
回
栃
木
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
参
加
選
手
募
集

　
県
内
最
大
規
模
の
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。

日
時　
９
月
27
日
（
日
）
８
時

30
分
～
15
時
30
分

場
所　
栃
木
県
総
合
運
動
公
園

ほ
か

対
象　
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
で
12
歳
以
上
の
、
県
内
に
居

住
ま
た
は
県
内
の
施
設
に
入

所
・
通
所
・
通
学
を
す
る
身
体

障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
ま

た
は
精
神
障
が
い
者

種
目　

・
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）、 

・
卓
球
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）、

・ 

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

（
身
体
）

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）

・ 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身

体
・
知
的
）

・
水
泳
（
身
体
・
知
的
）

・ 

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
身

体
）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
知
的
）

・ 

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
身
体
）

費
用　
無
料

申
込　
５
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

・
学
校
、
施
設
等
に
所
属
す
る

方･･･

各
所
属
先
へ

・
在
宅
の
方･･･

問
合
先
へ

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

FAX
（21）
２
６
８
２

第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加
選
手
募
集

日
時　
10
月
24
日
（
土
）
～
26

日
（
月
）

場
所　
鹿
児
島
県

対
象　
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
で
13
歳
以
上
の
、
県
内
に
居

住
ま
た
は
県
内
の
施
設
に
入

所
・
通
所
・
通
学
等
を
す
る
身

体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者

ま
た
は
精
神
障
が
い
者
（
原
則

と
し
て
、
第
15
回
栃
木
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
令
和
元
年

９
月
中
止
）に
申
込
み
し
た
方・

強
化
練
習
会
等
（
５
回
）
に
全

日
程
参
加
で
き
る
方
）

募
集
競
技

・ 

陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
）

・
卓
球
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

・ 

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

（
身
体
）

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）

・ 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身

体
・
知
的
）

・
水
泳
（
身
体
・
知
的
）

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
知
的
）

費
用　
５
，
０
０
０
円

申
込　
５
月
12
日
（
火
）
ま
で
に

・
学
校
、
施
設
等
に
所
属
す
る

方･･･

各
所
属
先
へ

・
在
宅
の
方･･･

問
合
先
へ

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

FAX
（21）
２
６
８
２

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

小
学
生
の
部

日
時　
５
月
10
日
～
６
月
28
日

の
毎
週
日
曜
日
（
全
８
回
）
９

時
～
11
時

場
所　
栃
木
中
央
小
学
校
体
育

館
（
入
舟
町
）

対
象　
小
学
３
～
５
年
生
の
男

女中
学
生
の
部

日
時　
５
月
12
日
～
６
月
30
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
19

時
～
21
時

場
所　
栃
木
西
中
学
校
体
育
館

（
片
柳
町
）

対
象　
中
学
１
年
生
の
男
女

共
通
事
項

費
用　
２
，
５
０
０
円
（
初
日

に
納
入
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
シ
ュ
ー
ズ

申
込　
市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
専
門
部
（
西
畑
）
へ

（
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可
）

問 

市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
専
門
部
（
西
畑
）

　
　
　
　
　
　
☎

（23）
５
０
９
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
11
回
藤
岡
渡
良
瀬 

　
　
　

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル 

 　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

栃
木
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

が
主
催
す
る
初
心
者
か
ら
初
中

級
者
ま
で
を
対
象
と
し
た
テ
ニ

ス
教
室
で
す
。

　
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ

ス
の
で
き
る
服
装
を
お
持
ち
の

う
え
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
が
無
い
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
初
心
、
初
中
級
者
（
小

学
４
年
以
上
）

日
時　
５
月
16
日
、
23
日
、
30

日
、
６
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日
、
７
月
４
日

全
て
土
曜
日　
各
10
時
～
12
時

（
全
８
回
）

場
所　
藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
藤
岡
町
藤
岡
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
当
日

収
納
）

申
込　
５
月
13
日
（
水
）
ま
で

に
、
電
話
に
て
問
合
先
へ

問 

藤
岡
地
区
体
育
協
会
事
務

局
（
栃
木
市
藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
）　　
　
☎

（62）
１
３
０
１

ご利用ください ごみ分別アプリ「さんあ～る」
 スマホ・タブレットで、各アプリストアから
ダウンロードください。



11 広報とちぎ　５月号 ２０２０（令和２）年４月２４日 発行みんなの伝言板・関東どまんなかサミット情報

関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
情
報

  時＝日時  場＝場所  対＝対象  定＝定員
  費＝費用  内＝内容  申＝申込  問＝問合先　

市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

小
山
市（
栃
木
県
）

﹁
桑
・
蚕
・
繭
・
真
綿
か

け
・
糸
つ
む
ぎ
の
さ
と
﹂

オ
ー
プ
ン
１
周
年

　
「
桑
・
蚕
・

繭
・
真
綿
か

け
・
糸
つ
む

ぎ
の
さ
と
」

が
、
オ
ー
プ
ン

１
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
施
設

は
、
養
蚕
や
本

場
結
城
紬
に
対

す
る
興
味
・
関

心
を
高
め
る
施

設
と
し
て
、
昨

年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
お
や
ま
ブ
ラ
ン
ド「
本
場
結
城
紬
」

の
原
材
料
で
あ
る
「
桑
」「
蚕
」「
繭
」

か
ら
「
本
場
結
城
紬
」
ま
で
一
連
の

資
料
を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
原
材

料
制
作
の
講
習
会
も
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。

所
在
地　
小
山
市
大
字
福
良

問
小
山
市
工
業
振
興
課

　
　
☎
０
２
８
５-

2
2-

9
3
9
7

加
須
市（
埼
玉
県
）

年
金
サ
テ
ラ
イ
ト
加
須
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
谷
年
金
事

務
所
加
須
分

室
「
ね
ん
き
ん

サ
テ
ラ
イ
ト
加

須
」
で
は
、
市

外
・
県
外
ど
な

た
で
も
年
金
の

相
談
や
請
求
手

続
き
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
届

出
書
の
受
付
な
ど
が
で
き
ま
す
。

場
所　

加
須
市
役
所
本
庁
舎
２
階

（
加
須
市
三
俣
二
丁
目
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
平
日
の
み
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
事
前
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
予
約
受
付
専
用
電
話

　
　
　
　
☎
０
５
７
０

（05）
４
８
９
０

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
番
号
か
ら

は
、
☎

（03）
６
６
３
１-

７
５
２
１
へ

問
熊
谷
年
金
事
務
所

☎
０
４
８-

５
２
２-

５
０
１
２

野
木
町（
栃
木
県
）

国
指
定
重
要
文
化
財
﹁
野
木

町
煉
瓦
窯
﹂
で
﹃
煉
瓦
窯
春

フ
ェ
ス
タ
﹄
を
開
催
︕

日
時　
５
月
16
日（
土
）・17
日（
日
）　

９
時
〜
17
時　

場
所　
野
木
町
煉
瓦
窯
及
び
野
木
ホ

フ
マ
ン
館
（
野
木
町
野
木
）

内
容　

フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
展

示
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
、

野
木
神
社
の
太
々
神
楽
、
民
族
衣
装

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
乗
馬
ク

ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
栃
木
廐
舎
見
学
ツ

ア
ー
、
煉
瓦
窯de

マ
ル
シ
ェ
な
ど

問
野
木
町
煉
瓦
窯
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
事
務
局　
野
木
ホ
フ
マ
ン

館
）
☎
０
２
８
０-

3
3-

6
6
6
7

FAX
０
２
８
０-

3
3-

6
6
6
8

古
河
市（
茨
城
県
）

古
河
市
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

　
古
河
街
角
美
術
館
で
収
蔵
す
る
絵

画
を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
６
月
７
日
（
日
）
ま
で

時
間　
９
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

休
館
日　
５
月
７
日（
木
）・22
日（
金
）

場
所　

古
河
街
角
美
術
館（
古
河
市

中
央
町
）

費
用　
無
料

問
古
河
街
角
美
術
館

　
　
☎
０
２
８
０-

2
2-

5
9
1
1

板
倉
町（
群
馬
県
）

春
の
揚
舟　

谷
田
川
め
ぐ
り

　
船
頭
が
一
本
の
竹
ざ
お
を
使
い
、
木

製
の
揚
舟
を
鮮
や
か
に
操
船
し
な
が
ら

谷
田
川
を
ゆ
っ
く
り
と
周
遊
し
ま
す
。

舟
の
上
か
ら
、
水
場
い
た
く
ら
の
心
休

ま
る
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
日　

５
月
１
日
（
金
）
〜
６

日
（
祝
）
ま
で
の
毎
日
、
５
月
・
６

月
の
土
・
日
・
祝
日

運
航
場
所　
群
馬
の
水
郷
（
板
倉
町

大
字
岩
田
）

乗
船
料
金　
一
人　
１
，
０
０
０
円

（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

出
航
時
間

10
時
、11
時
、12
時
、13

時
、14
時
、15
時
、16
時
の
１
日
７
便

乗
船
時
間　
約
１
時
間　

問
板
倉
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
　
☎
０
２
７
６-

8
2-

1
1
1
1

おはようサイクリング
時 5 月 3 日～ 10 月 4 日までの毎週日曜日
6時～ 7時場集合：第二公園（旭町）対自
転車に乗れる方費年会費 3,000 円内第二公
園出発、目的地（約５ｋｍ先）でラジオ体操
をして戻ってくるママチャリＯＫの健康プロ
グラム問栃木市サイクリング協会（萩原）☎
090-9979-9744

栃木県運営適正化委員会からのお知らせ
　栃木県運営適正化委員会（宇都宮市若草 
とちぎ福祉プラザ内）は、福祉サービスに関
する利用者や家族等からの苦情や相談を適切
に解決するため、助言・相談・調査・あっせ
ん・知事への通知等を行います。相談は電話
や来所の他、文書やメールでも受け付けてい
ます。秘密は厳守します。時相談時間：月曜
日から金曜日の 9時～ 16時費相談料等全て
無料申来所の際は事前にお電話ください。問
栃木県運営適正化委員会☎ 028-622-2941

写経を書いて明るく元気になろう︕
時① 5 月 9 日 ( 土 )、② 5 月 15 日（金）
10時～ 12 時場①岩舟公民館、②大平公民
館対どなたでも定なし費 400 円内じっくり
と写経体験します。申不要問生涯学習人材バ
ンク講師（中島） ☎ 0276(73)7071

ストップ　不法電波
　総務省では、6月 1日から 10日までを「電
波利用環境保護周知啓発強化期間」として、
電波を正しく利用していただくための周知・
啓発活動及び不法無線局の取締りを強化しま
す。電波は暮らしの中で欠かせない大切なも
のです。電波のルールはみんなで守りましょ
う。問関東総合通信局●不法無線局による混
信・妨害☎ 03-6238-1939 ●テレビ・ラジ
オの受信障害☎ 03-6238-1945

シルバー人材センター入会説明会
時① 5 月 11 日 ( 月 ) ② 12 日 ( 火 ) ③ 13
日 (水 )各 13時30分～場①北部事業所 (都
賀保健センター 都賀町原宿 ) ②南部事業所
( 藤岡町大前 )、岩舟連絡所 ( 岩舟町下津原 )　
③栃木公民館 ( 日ノ出町 )、大平連絡所 ( 大
平町西野田 )※②の藤岡と岩舟、③栃木と大
平は同日開催。対市内在住で働く意欲のあ
る 60歳以上の方申お住まいの地域の事業所
へ（※入会を希望される方は必ず説明会に出
席下さい）問栃木事務局☎ (23)4165 南部
事業所☎(62)1534北部事業所☎(27)8812
大平連絡所☎ (43)0155 西方連絡所☎
(92)8390 岩舟連絡所☎ (55)8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 5 月 13 日（水） 9 時～ 12 時（申込みは
11時 30 分まで）場栃木保健福祉センター
西側シルバーセンター作業所前（今泉町 2
丁目）費包丁類 300 円～・刈込はさみ 600
円～ 問シルバー人材センター栃木事務局 ☎
（23）4165

栃木市身体障害者福祉会連合会　会員募集
対障がい者の方、障がい者のご家族・介護者
の方、本会にご賛同いただける方内会員が不
安に思っていることや困っていることを共有
し、改善に向かって協力しています。また、
スポーツ教室等を通じて会員の体力維持・回
復を目指し活動しています。ぜひ、私たちと
一緒に活動しませんか。ご入会をお待ちして
おります。問栃木市身体障害者福祉会連合会
会長（江原）☎ (24)4467 

第 44 回栃木青少年音楽コンクール
時7月19日（日） 場栃木文化会館小ホール（旭
町）内幼児から一般までのピアノ・声楽部門
の検定とコンクール費検定 6,000 円、コン
クール8,000円申 5月7日（木）～20日（水）
申込方法は実施要項をご覧ください。問栃木
青少年音楽研究会（大塚）☎ (24)3610

河川愛護モニターの募集
時モニター期間：令和 2年 7月 1日から 2
年間対渡良瀬川・桐生川・矢場川近隣に住む
２０歳以上の方内河川をやさしく見守って下
さる河川愛護モニターを募集。手当：河川愛
護モニター運営要綱による申 5月18日(月 )
までに問合先へ。詳細はHPや事務所等に備
えつけの応募要項を参照問国土交通省渡良瀬
川河川事務所☎ 0284-73-5557

令和２年度「協会けんぽ」の保険料率  
　中小企業等で働く方やそのご家族が加入し
ている健康保険「協会けんぽ」栃木支部の健
康保険料率は現在の 9.92％から 9.88％へ引
き下げとなります。また、介護保険料率は現
在の 1.73％から 1.79％へ引き上げとなりま
す。変更時期は令和 2年 4月納付分からと
なります。詳しい内容は、協会けんぽホーム
ページをご覧ください。
問協会けんぽ栃木支部☎ 028-616-1692

県立栃木特別支援学校からのお知らせ
早期教育相談の御案内
時相談日：月～金曜日9時～16時 30分 (祝
日除く )対就学前のお子さんとその保護者
費無料内ことばの遅れが気になる、呼びかけて
も振り向かない、行動に落ち着きがない、身体
の動きが気になるなど、お子さんの発達や養育
等の相談 (秘密厳守 )申電話等にて問合先へ
学校見学会と体験学習
時①知的障害教育部門　学校見学会 6 月
30 日 ( 火 )　 体 験学習 7 月 27 日 ( 月 )、
28( 火 )、29 日 ( 水 )、30 日 ( 木 )、9 月
16 日 ( 水 )、11 月 4 日 ( 水 ) ②肢体不自由
教育部門　学校見学会 7月 8日 ( 水 )　体験
学習 8 月 4 日 ( 火 )、9 月 11 日 ( 金 )、10
月23日(金)、11月5日(木)③学校公開(施
設等職員対象）5月 26 日 ( 火 ) ④しらさぎ
祭 11 月 21 日 ( 土 ) 内学校の様子を詳しく
知ることができます (入学を前提とするもの
ではありません )※体験学習は各日程で対象
者が異なります。詳しくは問合先へ。
ボランティアスクール
時 6 月～ 12月（全４回）対障害児・者への
ボランティア活動に興味がある高校生以上
で、原則として全日程参加できる方内講話や
障害の擬似体験、実際の支援体験を通して、
本校児童生徒や障害児・者を支援するボラン
ティア育成の講座定 30人申 5月11日 (月 )
～ 6月 5日 ( 金 ) までに電話にて問合先へ
◎共通事項
場栃木特別支援学校 ( 皆川城内町 ) 問栃木特
別支援学校☎ (24)7575 FAX (25)1703

不正けし撲滅運動にご協力ください
　けしの仲間には、法律で栽培が禁止されて
いるものがあります。このけしを不正けしと
言います。毎年、管内では観賞用として栽培
されている不正けしや雑草に混ざって自生し
ている不正けしが多く見つかります。また、
大麻は許可なく栽培できません。
　不正栽培または自生している不正大麻・け
しを発見した場合や、植えて良いけしか否か
鑑別に迷った時は栃木健康福祉センターにご
連絡ください。問栃木県栃木健康福祉セン
ター☎（22） 4121

いつここ就活講座の開催について
時① 5月 26日（火）～ 29日（金）② 7月
20 日（月）～ 22 日（水）各 13 時 30 分
～ 16時 30分場①栃木市民会館（日ノ出町）
②キョクトウとちぎ蔵の街楽習館（栃木市市
民交流センター／入舟町）対 15 歳から 49
歳の求職者費無料内職業適性検査、職業理解
講座、ビジネスマナー講座、履歴書面接対策
申問合先へ問とちぎ県南若者サポートステー
ション☎ 0285-25-7002 

「海浜の旬・メロン」参加者募集
時６月６日 ( 土 ) ～７日 ( 日 ) 場とちぎ海浜
自然の家（茨城県鉾田市）対栃木県に在住の
方内メロン狩り体験やメロンの試食、塩づく
りや砂浜遊び、いかだカヌー遊び・モトクロ
ス、ナイトハイクなど定各回約２００人費大
人７，８００円　高校生６，０００円　中学生
５，１００円　小学生４，９００円、３歳以上
学齢前４，１００円、３歳未満３００円※選択
活動によっては、別途活動費をいただきます。
申３月 30日（月）～５月７日（木）に問合
先へ問とちぎ海浜自然の家☎0291-37-4004

ゆうちょ銀行でも県税の口座振替ができます
　自動車税と個人事業税は、口座振替で納付
できます。令和２年度から、ゆうちょ銀行口
座での取扱いも開始されました。県内の最寄
りの郵便局でお申込みください。※お申込み
いただいた場合、自動車税は令和３年度から
口座振替となります。
問栃木県税事務所収税課 ☎ (23)3411

栃木県立美術館　企画展
「親と子で見る世界の美術」
時会期：6月 28 日（日）まで　9時 30 分
～ 17時（最終入館は 16時 30分）
休館日：月曜日（5 月 4 日（月）、6 月 15
日（月）は除く）、5月 7日（木）、6月 16
日（火）場栃木県立美術館（宇都宮市桜）費
一般 800円、大高生 500円、中学生以下無
料（団体割引あり）内主な作品：オタ・ヤネ
チェク《赤い小鳥》1980年、ムビダ《踊り（部
分）》 等問栃木県立美術館☎ 028-621-3566

栃木市のことがたのしく学べちゃうクロス
ワードパズルができました！上のQRコード
からダウンロードし、おうちのプリンターや、
コンビニなどにある「マルチコピー機」など
で紙に印刷して使ってください。
パズルを完成させると、とち介からのメッ
セージになりますよ♪

とち介と栃木市に
ついて学ぼう！

『とち介とわくわ
くみ～っけ！

　　　　栃木市ク
ロスワードパズル

』

ＱＲコードからち
ぇっくちぇっく～

☆
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容
定＝定員　費＝費用　持＝持物　申＝申込

子育てのお知らせ 90
　三世代同居の家庭が減り、地域のつながりも希薄化した現在、子育
て中の多くの方が「子育てについて相談できる人がいない」、「育児書

と現実とのギャップが大きい」など、なかなか解決できない悩みを抱えています。
　市では、保護者の皆さんの悩みや戸惑いを少しでも和らげ、楽しい子育てにつ
なげられるよう『ハッピー子育て講座』を実施しています。市内の全小学校や希
望のあった中学校・認定こども園・保育園・小規模保育施設・地域子育て支援セ
ンターを会場に、今年度は５月下旬～２月の期間に実施予定です。
　講座は、各方面の専門家の講話や参加型の親学習プログラムを用意しています。
内容は①子育てに関する具体的な知識　②自信をもって子育てできる方法や技術　
③保護者の成長のための助言　④保護者同士が子育ての仲間として交流する場の
提供　等々です。また、就学時健診時講座では、外国人保護者の方向けに英語・
中国語・スペイン語の資料や双方向翻訳機の対応も可能にしました。
　「子育て」には困難も伴いますが、子どもの成長という何ものにもかえがたい
喜びを与えてくれます。また、困難を乗り越える努力は、親が成長する「親育ち」
へとつながる貴重な学習です。親子の成長を喜び合うためにも、是非『ハッピー
子育て講座』をお役立てください。　　　　　　　　生涯学習課 ☎ (21)2490

■栃木市幼稚園連合会は、お子さんの育ちとパパ・ママの子育
てを応援しています
　子どもたちが心豊かにたくましく成長できるよう市と連携し、全ての園が「認定
こども園」として 「子育て環境づくり」を積極的に推進しています。

主な実施事業（詳しくは各園へ問い合わせください）
子育て相談　子育てに関する悩みや
就園に関する相談の受付
未就園児親子教室　未就園児親子を
対象に楽しい時間の提供
預かり保育　保育時間終了後の預か
り保育（１号認定）
長期休みの預かり保育　春・夏・冬
の長期休み期間の預かり保育（１号
認定）
※園ごとに実施事業や内容および2
歳児の受け入れ状況等が異なります。
詳しくは各園に問い合わせください。    
問 保育課 ☎（２１）２２３１

児童館や支援センターのそのほかの行事やご案内は、市や各施設のホーム
ページでご覧いただけます。詳しくは、右のＱＲコードのリンク先へ！児童館・支援センターなどのお知らせ

今月の Pick Up! 　 「いまいずみ児童館」
　いまいずみ児童館は0歳～ 18歳未満の子どもたちが利用できる施設です。ア
ンパンマンやプラレール等のおもちゃや、トランポリン・卓球・パソコン等で
も遊べます。毎月 0・1・2歳以上を対象に行う「ママといっしょ」やリトミック、
キッズ体操教室 Light、季節の工作等
楽しい行事が盛りだくさん！また、子
どもたちだけでなくママも参加できる
引き締めトレーニングやボディケアも
保育士による託児付きでとても人気で
す。いまいずみ児童館で心も身体も健
康になってみませんか？

　　  詳しくはHPをご覧ください ⇒

施 設 名 各 施 設 か ら の お 知 ら せ ・ 今 月 の 主 な 行 事
いまいずみ児童館 ☎（27）5322
 9時～17時・水曜祝日休

にこにこたいむ時 5 月 11日 ( 月 )10 時～ 11時 30分 ( 時間内参加自由 ) 対 3 か月～未就園児と保護者定 30 組内母の日のプレゼント作り～カ
ラフルタイルのコースター～　その他様々なイベントを行っております。是非ご参加ください。

そのべ児童館 ☎（20）6231
 9時～17時・木曜祝日休

子どもの日（輪投げ＆紙ずもう）時 5月5日(火)10時30分～対 2歳以上 ベビービクス時 5月18日 (月 ) 10時～対 2か月～11か月児申 5月8日(金)～
ロケット工作時 5月 27日 (水 )15時 30分～対小学生 ぺたぺたひろば時 5月 12日（火）、13日（水）10時～

はこのもり児童センター ☎（24）4034
 9時～19時・水曜祝日休

フェルトフラワー♥ペーパーウェイト時 5 月 10 日 ( 日 ) ① 14 時～② 15時～ くるっと簡単︕タオル犬時 5 月 23 日 ( 土 ) ① 14 時～② 14時
50分～ ☆共通事項対 18 歳未満 ( 未就学児は保護者同伴 ) 定各時間 15人申当日 9時受付開始（電話可）

地域子育て支援センター（とちぎ） ☎（23）2740
 9時～16時 30分・土日祝日休

ほんわかタイム時 5 月 12日 ( 火 )10 時～ 11時場地域子育て支援センタープレイルーム対 0 歳児と保護者内身体測定・ふれあい遊びとおしゃ
べりタイム定 20 人申 4 月 30日 ( 木 )9 時～電話にて　その他の講座詳細はホームページをご覧ください。

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
 ☎（24）3900　9時～15時・土日休

1,2 たいそう時 5 月 13日 ( 水 ) 健康相談日・双子ちゃん遊ぼう時 5 月 18日 ( 月 ) ほのぼの移動広場 ( イオン ) 時 5 月 19日 ( 火 )
レッツ A・B・C 時 5 月 20日 ( 水 ) 赤ちゃんサロン時 5 月 21日 ( 木 ) ・5月 28日 ( 木 )リズム de ポン時 5 月 25日 ( 月 ) 

さくら３J ホール ☎（22）7100
 9時～18時・日曜祝日休

くるくるシャボン玉を作ろう︕時 5 月 23日 ( 土 )13 時～ 15時対小学生定 15 人（先着順）費 100 円持汚れても良い服申電話にて前日 15時ま
で受付

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センターふれあいポッケ
 ☎（27）8890　9時～14時・土日祝日休

親子スキンタッチ教室 ( 親と子のツボ健康法 ) 時 5月 25日 (月 ) 対 6ヵ月～1歳6ヵ月と保護者持バスタオル、ティースプーン、歯ブラシ みんなで
おめでとう︕時①ハーフバースディ：5月13日 (水 )② 1・2・3ｔｈバースディ：14日 (木 )☆共通事項時 10時30分～申平日13時～15時電話にて

けやき保育園子育て支援センター きらり ☎（23）8905
月木金10時～15時・火水10時 30分～15時 30分・土日祝休

身体測定・手形足形時 5月 1日 (金 )、20日 (水 ) 午前のみ 赤ちゃんアートスナップ時 5月 18日 (月 )、19日 (火 ) 午前のみ
6 月のカレンダー作り 時 5月 27日 (水 ) ☆共通事項時午前は10時 30分～11時 30分、午後は13時 30分～14時 30分

とちぎおもちゃ図書館・たんぽぽ ☎（24）9833平日 10時～12時、
12時30分～15時30分・第2・4土曜13時30分～16時30分・土日祝日休

母の日イベント『ママのご褒美ハンドマッサージ』時 5月11日 (月 )10時～12時対未就園児と保護者費無料定 10組申事前に来館にて
内手遊び、読み聞かせ、おうちの方へのハンドマッサージ (施術中はスタッフがお子さんをお預かりします )

地域子育て支援センターおおひら ☎（43）1134
 9時～16時・月曜祝日休

あかちゃんサロン時 6月4日 (木 )18日 (木 )10時30分　ころころ広場時①6月9日(火 )10時30分②6月23日 (火 )10時③11時　ベビーマッサー
ジ時 6月11日(木)10時30分　ママの癒しタイム健康ヨガ時 6月16日(火)①10時30分②11時10分　申込・内容はホームページでご確認ください。

大平児童館 ☎（43）2350
8時３０分～17時 30分（７・８月は18時）・月曜祝日休

JAXA コズミックカレッジ「空気を感じよう、空気で遊ぼう」～熱気球・ホバークラフト～ 6月 6日（土）9時 30分～開催！熱気球やホバークラ
フトを作りながら、日頃あまり実感することがない空気の力を感じてみよう。小学生親子対象。5月23日（土）申込開始。※その他イベント多数開催。

大平みなみ児童館 ☎（43）9880
 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

チャレンジタイム時 5 月 16日（土）14時～ 14時 45分場大平みなみ児童館内パッチンボール・キャッチ！定 20 人対小学生・幼児（保護者同伴）
申当日 13時 45分

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
  ☎（20）0808　 9時 30分～14時 30分・土日祝日休

エンジェル new オープン︕︕　新園舎での子育て支援センターエンジェルオープンしました。いつでも気軽に遊びに来られる雰囲気づくりを
モットーに地域の子育てを応援します。ぜひ、遊びにいらしてください。お待ちしております。

地域子育て支援センターふじおか ☎（62）5011
 9時～16時・土日祝日

わくわくタイム　身体測定・手形＆おしゃべりサロン時 5月 14日 (木 )10時 30分～11時 30分時汚れてもよい服装対乳幼児と保護者定 20組
子育て講座　ベビーヨガ時 5月 21日 (木 )10時 30分～11時 30分対乳児と保護者定 15組☆共通事項申 4月 27日 (月 )9時～

ふじおか幼稚園子育て支援センター もりのカフェ
 ☎（61）1152　10時～15時・土日祝日休

フォトフレーム製作時 5月 18日 (月 ) 10時 30分～対未就園児と保護者定先着10組費無料申 5/1( 金 )10時～電話にて ベビーマッサージ時 5月
22日 (金 )10時 30分～対妊婦さんから１歳前後の乳幼児内ベビーマッサージ、体重測定費 350円申不要　詳細はふじおか幼稚園HPをご覧下さい。

地域子育て支援センターつが ☎（27）2122
 9時～16時・土日祝日休

すくすくタイム時①5月7日 (木 )、14日 (木 )② 21日 (木 ) 全て10時30分～11時30分内①身体測定・窓飾り制作②おもちゃ制作定②20組申②5
月12日 (火 )9時～ 親子エアロビクス時 5月26日 (火 )10時30分～12時定 25組申 5月13日 (水 ) 9時～ ☆共通事項対 0歳児～未就園児と保護者

地域子育て支援センターにしかた ☎（92）2900
 9時～17時・土日祝日休

ミニ散歩、園庭開放時 5 月 13日 ( 水 )10 時 30分対未就園児と保護者時帽子、飲み物　★他、毎週水曜日開催（詳細はコーナー右上のQRコー
ドから予定表をご確認下さい）

地域子育て支援センターいわふね ☎（55）7920
 9時～16時・土日祝日休

ハッピー子育て講座時 5 月 27日 ( 水 )10 時 30分～対未就園児と保護者定 15 組申 5 月 11日 ( 月 ) ～　毎月の各「ルーム」時第 1・2・4水曜
日 10時 30分～対未就園児と保護者内身体測定、プチ誕生会、月の制作、カレンダー制作、おはなし会等

ファミリーサポートセンター ☎（25）1040 ファミ・サポ講習会「幼児安全法」時 6 月 4日 ( 木 )10 時～ 11時 30分場とちぎコミュニティプラザ大会議室対会員及び興味のある方内市消防
職員による救命入門コース (乳・幼児向け ) 定 15 人 ( 託児あり ) 申随時受付

園 名 電 話 番 号
認定こども園栃木幼稚園 ☎（24）4802
認定こども園若葉幼稚園 ☎（24）4075
認定こども園アルス幼稚園 ☎（22）0824
認定こども園おおみや幼児教育センター ☎（28）0038
認定こども園國學院大學栃木二杉幼稚園 ☎（22）3175
認定こども園ひらかわ幼稚園 ☎（27）0236
認定こども園吹上幼稚園 ☎（31）1543
認定こども園アルス南幼稚園 ☎（23）7155
認定こども園おおひらふじ幼稚園 ☎（43）3665
認定こども園大平みなみ幼稚園 ☎（43）3810
幼保連携型認定こども園バンビ幼稚園 ☎（62）5431
認定こども園ふじおか幼稚園 ☎（61）1152
認定こども園都賀幼稚園 ☎（27）7155
認定こども園岩舟幼稚園 ☎（55）2154
認定こども園しずわでら幼稚園 ☎（54）1152

「子育て」は「親育ち」

90

■集団検診時の託児サービスを開始します
　子育て世代の方が検診を気軽に受診できるよう、今年度より集団検診時の託児サー
ビスを開始します。生後３か月から未就学児までのお子さんの保護者の方が対象で、
ご利用には事前のお申し込みが必要となります。詳細は５月下旬にお送りするけん
しんガイドブックをご確認ください。    　　　　問 健康増進課 ☎（２５）３５１１
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急患センター終了後、問合先

とちぎ救急電話相談

栃木市消防本部
　月～土曜日の22時以降 　　   ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21時以降   ☎（24）9999
　　　　　　　　　　　　　　（音声ガイダンス）　

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
子ども
　月曜日～土曜日　18時 ～翌朝8時
　日曜日・祝休日　24時間（8時～翌朝8時）
☎028-600-0099 プッシュ回線の場合 ＃8000
大人
　月曜日～金曜日　18時～22時
　土曜日・日曜日・祝休日　16時～22時　
　☎028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃7111

とちぎ医療情報ネット
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情
報を提供するためのシステムです。
ホームページ 「とちぎ医療情報ネット」で検索

診療場所
　栃木地区急患センター（境町）　 ☎（22）8699

栃木地区急患センター

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な
診療を行うものです。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、救急診療の正しい利用をお願いします。

休日・夜間救急診療

令和２年度けんしんパスポート・けんしん
ガイドブックをお送りします

　令和２年度の検診の案内を、５
月下旬に送付します。世帯主宛て
の封筒に、20歳以上の方一人一
冊の「けんしんパスポート」と、
世帯に一冊の「けんしんガイド
ブック」が入っています。集団検
診の日程については、けんしんガ
イドブック、または次号以降の広報とちぎをご覧く
ださい。予約受付は５月26日(火)から開始します。
予約開始日から数日間は電話がつながりにくい場合
がありますので、パソコンやスマートフォン等から
簡単に予約のできるインターネット予約をお勧めし
ます。
問合先　健康増進課　☎ (25) ３５１１

両親教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容 会場／日程
栃木保健福祉センター

育児体験・妊娠中の栄養 ５月 ２１日（木）
妊婦体験・赤ちゃんのお風呂 ５月 １６日（土）

診療時間等
　平 日 19時～22時（内科）
　休日（日曜日）　内科：9時～21時
　　　　　　　外科：9時～17時
　　　　　　  　小児科：18時～21時
　休日（祝祭日） 内科 :9時～21時
※     当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※ 乳幼児の方が受診を希望する場合は、事前に問
い合わせ下さい。

※ 受付は、診療時間終了30分前までにお済ませください。

1 金熊倉（熊倉医院）
2 土青木（虎）（青木医院）

3 日黒木（くろき内科クリニック）川島（かわしまクリニック）／小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）

4 月箕輪（箕輪内科）野崎（野崎医院）

5 火石井（石井内科医院）中坪（なかつぼクリニック）

6 水田村（田村医院）町田（メディカル・パパス）
7 木金子（金子内科医院）
8 金永谷（大島医院）
9 土鈴木（すずきクリニック）

10 日新崎（大平東診療所）森川（森川内科外科クリニック）／小児：木内（TMC とちのき） 
11 月青木（虎）（青木医院）
12 火粟田口（栃木中央クリニック）
13 水石川（TMC とちのき）
14 木黒木（くろき内科クリニック）
15 金河口（達）（河口医院）
16 土嶋﨑（とちぎ診療所）

17 日金子（金子内科医院）藤沼（彰）（藤沼医院）／小児：桜井（桜井こどもクリニック）
18 月石井（石井内科医院）
19 火石川（TMC とちのき）
20 水竹田（竹田内科小児科クリニック）
21 木金子（金子内科医院）
22 金中元（中元内科医院）
23 土山門（山門クリニック）

24 日青木（虎）（青木医院）関口（弘）（関口医院）／小児：河口（修）（河口医院）
25 月石嶋（金田医院）
26 火金子（金子内科医院）
27 水石川（TMC とちのき）
28 木中村（洋）（都賀中央医院）
29 金川島（かわしまクリニック）
30 土箕輪（箕輪内科）

31 日高田（高田クリニック）盛川（サンライズクリニック）小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）

5月の当番医師

■メディカルセンターとちのき
　「健康診断の結果を活かして、健康寿命伸ばしてみませんか」
日 時　５月 20日 ( 水 )11 時～ 11時 30分
場 所　とちぎメディカルセンターとちのき（大町）１階会議室
対 象　どなたでも　定員　100人　費用　無料　申込　不要
問合先　とちぎメディカルセンターとちのき ☎（22）7722

■メディカルセンターしもつが
　「膝や腰の痛みについて」
日 時　５月 27日 ( 水 )11 時～ 11時 30分
場 所　とちぎメディカルセンターしもつが（大平町川連）2階講堂
対 象　どなたでも　定員　100人　費用　無料　申込　不要
問合先　とちぎメディカルセンターしもつが ☎（22）2551

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて、保健師や栄養士
が相談を受けます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。

内　容
月 日 曜日 地域（会場）
４か月児健診

5 14 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
20 水 栃木（栃木保健福祉センター）

９か月児健診

5 13 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
19 火 栃木（栃木保健福祉センター）

１歳６か月児健診

5 22 金 栃木（栃木保健福祉センター）
28 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）

3歳児健診

5 25 月 栃木（栃木保健福祉センター）
29 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）

２歳児歯科健診

5
26 火 栃木（栃木保健福祉センター）
27 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）

子育て相談（乳幼児）（受付：10 時～ 10 時 45 分）
※希望者どなたでもご利用できます（申し込み不要）
内　容 会場／日程

身体計測
育児・栄養・お口の相談
ふれあい遊び、交流

５月 １日（金） 大平ゆうゆうプラザ

母乳相談（１歳未満児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

助産師による母乳相談 ５月1４日（木）栃木保健福祉センター

こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜日 会 場 相談時間

5
15 金 栃木保健福祉センター ①13時30分～

②14時30分～
③15時30分～27 水 大平ゆうゆうプラザ

とちぎメディカルセンター 市民公開講座

乳幼児健診・成人健診等のご案内 問合先　健康増進課　☎（25）3511・（25）3512

子どもとの関わり方
　子どもが言うことを聞いてくれないとき、イライラして、思わず怒
鳴ったり、叩いてしまった経験はありませんか？体罰や暴力は子ども
の成長や発達に、悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。

体罰・暴言による脳の発達への影響

子どもを健やかに育てるために

 脳画像の研究により、子ども時代につらい体験をした人は、脳に様々な変化を生じていることが報告されています。
・ 厳しい体罰により、前頭前野の一部が委縮。感情や思考のコントロールができなくなる。
・ 言葉の暴力により、聴覚野が肥大。会話、コミュニケーションがうまくできなくなる。

イライラしたときはクールダウン
　深呼吸をする、窓を開けて風に当たるなど、自分なりの
クールダウンを身につけましょう。
親自身が SOS を出そう
　育児負担を一人で抱え込まずに、市の子育て相談窓口(す
こやか子育て相談室 )、ファミリーサポートセンター、保
育園の一時預かり等の利用を検討しましょう。

子どもの気持ちを受け止め、考えを聞こう
　年齢や成長・発達等に応じて、子どもの気持ちや考えを
聞くことで、子どもは自分が親から大切にされていること
を感じます。
子どもが良いこと、望ましいことをしたらすぐに褒めよう
　すぐに褒めることが、子どもの自信や望ましい行動につ
ながります。

■血管げんき！体力あっぷ教室
　高血圧が原因である代表的な疾患「脳血管疾患」。
実は栃木市民に多い病気であることをご存知で
すか？今回は、高血圧や動脈硬化を予防するた
めに、自宅で簡単にできる運動や正しいウォーキ
ング方法、食事等についてご紹介します。ご自身
の生活習慣を見直してみませんか。
日 時　 ① 6月 19日（金） ② 6月 29日（月）
　　　　③ 7月 6日（月）　　④ 7月 17日（金）　　　　　　　　　　　
　　　　⑤ 8月 7日（金） ⑥ 8月 24日（月）
　　　　各日 10時～ 11時 30分（受付：9時 30分～）
場 所　栃木保健福祉センター（今泉町 2丁目）
　　　　1階 検診ホール
対 象　 栃木市の国民健康保険に加入する 60～ 74歳で、

過去に特定健診を受診し、判定が「異常なし」「要
指導」である方（運動制限がなく、全ての日程に
参加できる方に限ります）

内 容　 運動実践（筋トレ、ストレッチ、ウォーキング）、
脳血管疾患予防の講話　など

定 員　20人（先着順）　　　　費 用　無料
持ち物　タオル、飲み物 ※動きやすい服装で来てください。
申込期間　4月 27日 ( 月 ) から電話にて
問合先　健康増進課　  ☎ (25) ３５１２

　高血圧が原因である代表的な疾患「脳血管疾患」。

めに、自宅で簡単にできる運動や正しいウォーキ
ング方法、食事等についてご紹介します。ご自身

　マタニティマークは、周りの人に、おなかに
赤ちゃんがいることを知ってもらうためのもの
です。マークを付けている方を見か
けたら、あたたかい思いやり、
お気遣いをお願いします。
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とちぎ蔵の街美術館（万町 3-23/ ☎ 20-8228/ FAX 20-8227）※駐車場コエド市場南、大通り沿いの蔵の街第一駐車場をご利用ください。

＊ ( ) 内は 20名以上の団体割引料金
＊ 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の
交付を受けている方とその介護者1名は無料

料金表
区分 一般／大・高校生 中学生以下

料金 500円（300円） 無料

清水保男《第二公園の躑
つつじ
躅》

とちぎ蔵の街美術館蔵

6月14日（日）まで

　本市ゆかりの日本画家・清
しみ ず
水保

やす お
男（昭和 3－平成 17/ 本名は保雄）は日展や日本

画院展に同人として出品を重ね、昭和 38年の第 23回日本画院展では、Ｎ氏賞を受
賞しました。清水が描くモチーフは、清水の周辺に広がる風景で、四季折々の自然の
表情を独自の視点で切り取り、穏やかな筆致で描きました。
　本展は、清水保男の初期から晩年までの活動を約40点の作品から振り返る初めて
の回顧展です。清水の温かい眼差しで描かれた風景との出会いをお楽しみください。

春の特別企画展

  清水保男の春夏秋冬
                  ―いつかどこかで見た風景

 綾小路きみまろ
爆笑スーパーライブ2020

　日本全国各地を爆笑の渦に巻き込み続
ける綾小路きみまろのスーパーライブ！
時 9 月 12 日（土）　13 時開場　14 時
開演会大ホール対 18 歳未満入場不可料
全席指定　1 階 5,800 円　2 階 5,300
円チ 5 月 9日（土）栃木文化会館電話・
オンラインのみ先行発売。5月10日（日）
一般発売開始。市内 5文化会館、チケッ
トぴあ ほか

栃木文化会館　☎23-5678

 ピアノ開放デー「わくわく！ピアノ！」
観覧のご案内

　地域の皆さんへのピアノ開放を、発表
会形式で開催。お子様から長年の愛好者
まで、たくさんの方がそれぞれ思いをこ
めて演奏します。ぜひ温かい拍手をお送
りください。※参加募集は終了しました。
時 5 月 23 日（ 土 ）　9 時 45 分 開 場　 
10 時開演会小ホール対どなたでも料無
料（観覧自由）

 谷村新司コンサートツアー2020
「谷村文学選～グレイス～」

時 6 月 20 日（土）　16 時開場　16 時
30 分開演会大ホール対未就学児童入
場不可料全席指定　一般前売 8,800 円　
当日 9,300 円チ発売中。市内 5文化会
館 ほか

栃木図書館　☎ 22 - 3542
9 時 ~19時 30分／休館・金

おはなしひろば【読み聞かせ】
時① 5 月 9 日（土）10 時 30 分～ 11
時、② 5 月 23 日（土）10 時 30 分～
11時内①「そらまめくんのベッド」②「て
とてとてとて」演おはなしボランティア
『りんごの会』
図書館朗読サロン
時 5 月 10 日（日）14 時～ 15 時 30
分内江戸を読む演朗読を楽しむ会定 30
人申直接来館または電話にて
えほんデビュー
時 5 月 16 日（土）11 時～ 11 時 30
分演栃木図書館スタッフ対赤ちゃん～未
就園児
子ども映画鑑賞会
時 5月 16日（土）①14時～15時内「ふ
るさと再生　日本の昔話」他、主催：下
都賀地区視聴覚ライブラリー協議会

大平図書館　☎ 43 - 5234
9 時 ~19時 30分／休館・月

絵本の読み聞かせ
時①5月 2日（土）14時～ 14時 30分、
② 5月 8日（金）10時 30分～ 11時、
③ 5月 22日（金）10時 30分～ 11時、
④ 5 月 24 日（日）11 時～ 11 時 20
分演①②③ボランティア『おはなししゃ
ぼんだま』 ④大平図書館スタッフ対①④
幼児・小学校低学年 ②③幼児
TOCHICO（とちこ）サロン
時 5 月 13 日（水）10 時～ 12 時内幼
児と子育てママ同士の交流

藤岡図書館　☎ 62 - 4889
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会・工作教室
時① 5月 2日（土）14時～ 15 時、②
5 月 16 日（土）14 時～ 15 時内①お
はなし会：紙芝居「ピノキオ」他、工作
教室：「母の日カーネーション＆メッセー
ジカード」、②おはなし会：紙芝居「一
寸ぼうし」他、工作教室：「ぴょんぴょ

んぱくり」演ふじおかおはなし会『コロ
ポックル』

都賀図書館　☎ 28 - 0806
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時①5月 9日（土）14時～ 14時 30分、
② 5 月 16 日（土）14 時～ 14 時 30
分内①絵本「カエルと王かん」 ②パネル
シアター「おふろだいすき」、ペープサー
ト「おおかみおばけの誕生会」ほか演①
都賀図書館スタッフ ②おはなしボラン
ティアたんぽぽ

図書館西方館　☎ 92 - 2512
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時①5月21日（木）10時30分～11時、
②5月15日（金）14時～15時内①テー
マ「おとうさん、おかあさん」、②テー
マ「ちょう・生活・遊び」演①西方館ス
タッフ、②おはなしボランティア『おは
なし☆きらら』

こどもの読書週間
「本を読んで、缶バッジもらっちゃおう！」
時 4 月 23 日（木）～ 5月 12 日（火）
内期間中、1回につき 5冊以上の貸出
のあった幼児・小学生の利用者に、オリ
ジナル缶バッジプレゼント（なくなり次
第終了）対幼児・小学生

図書館岩舟館　☎ 54 - 1900
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 5 月 9 日（土）14 時～ 14 時 30
分、② 5 月 23 日（土）14 時～ 14 時
30分内①絵本「おかあさんありがとう」、
紙芝居「だれかさん、だあれ？」、折
紙「カーネーション」、②絵本「のはら
のせんたくやさん」、紙芝居「おべんと
うわくわく　せーのパ
カッ！」、工作「おべ
んとう」演①②岩舟館
スタッフ

 人生を家庭に捧げてきた主婦と、人生を仕事に捧げてきた女社長。出会うはずのな
い二人が病院で出会った。
 吉永小百合と天海祐希共演。 観れば人生が楽しく変わる≪チェンジングムービー≫。
時 5月30日（土） ①10時開場 10時30分開演　②13時30分開場 14時開演
会都賀文化会館 ホール   対未就学児入場不可    料各回500円　
チ発売中。 市内5文化会館   問都賀文化会館　☎（２７）８８５５

 「０才からのジャズコンサート」
開催中止のお知らせ

　6月 7日（土）に開催を予定し
ていた上記の公演は、新型コロナ
ウイルスの影響により、中止とな
りました。
　ご理解とご協力をお願いいたし
ます。

と
ち
ぎ
シ
ネ
マ
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楽
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©2019「最高の人生の見つけ方」製作委員会
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土曜の朝、走って歩いて５kmを踏破

ハートランド
私が案内します

（渡良瀬遊水地）ハートランド
私が案内します

（渡良瀬遊水地）ハートランド
私が案内します

（渡良瀬遊水地）

Vol.8

遊水地パークラン

　「よういっ、スタート！」。３月初めの土曜の朝
８時、遊水地の谷中湖にかかる西橋。かけ声で、大
人から子どもまで参加者が一斉に飛び出しました
（写真右）。でも、みんなやる気を漲らせつつも、
なぜかゆとりの笑顔。それもそのはず、谷中湖畔の
「５ｋｍの踏破」を掲げていますが、自分の好みで
走ってよし歩いてよし、愛犬連れもＯＫです。
　責任者の一人、私、石塚雄二（写真左の前列右）
は本日、ゴール地点の担当。トップが１８分５５秒
で、最後尾は１時間１１分５３秒。笑顔の帰還者の
出迎えが、続きました。参加者数は全体で５３人。
　名称は「渡良瀬遊水地パークラン」。誰でも無料
で参加できる英国発祥の健康イベントで、世界２０

カ国以上の公園で毎週末に開催。遊水地は、私、鶴
岡学（同左）が仲間に声をかけ、昨年９月、国内で
４番目に始まりました。赤いジャケット姿などのボ
ランティアが運営します。
　ルールの自由さから、走る人たちが集って交流の
輪を広げる舞台になりつつあります。石塚が所属す
る栃木青年会議所は、昨年は台風で断念した遊水地
での「とちぎハートランドマラソン」を今秋に予
定。仲間と毎回、ノウハウを学んでいます。そうそ
う、私は大平町にある「親子カフェ」の経営者。で
は、この後は急いで戻って、開店準備をします。

パークラン：中央エ
ントランス付近が出
発点、ゴールに。開
催状況などは石塚
さん（☎０９０-６７
９０-７６６６）へ。

鶴岡　学さん
つるおか まなぶ

いしづか ゆ うじ

石塚雄二さん

増田　結ちゃん
ますだ　 ゆい

土市結心ちゃん
どいち ゆいな

中村優吾ちゃん
なかむらゆうご

渡邉紗慎ちゃん
わたなべさちか

橋崎考弘ちゃん
はしざきたかひろ

関根千紗ちゃん
せきね ち さ

橋本胡桃ちゃん
はしもと くるみ

栃木紬希ちゃん
とちぎ つむぎ

麥倉和奏ちゃん
むぎくら わかな

福田太一ちゃん
ふくだ たいち

小島碧生ちゃん
こじま あおい

髙岩研志ちゃん
たかいわけんし

鴨下絢一ちゃん
かもしたあやひと

瀬之口諒士ちゃん
せのくちりょうじ

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・
電話番号・保護者名を記入のうえ〒328-8686栃木市役所シティ
プロモーション課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。
（締め切り）令和元年7月生まれ5月14日（木）、令和元年8月生
まれ6月12日（金）※封筒に差出人住所を明記ください。

栃木市観光資源データベース「蔵ナビ！」

栃木市消防団広報紙「火伏」第２号を発行しました（消防本部ホームページ）

　栃木市の魅力が詰まった観光資源データベースサイト「蔵ナビ！」がオープンしました！
　栃木市が持つ、歴史的な建造物や豊かな自然などの多くの観光資源を簡単に検索できるほか、お気に
入り機能や、オリジナル周遊ルートの作成など「快適な観光」をお手伝いします。
　皆さんの目線で撮影した画像も投稿できます。一緒に栃木市の魅力を発信していきましょう！

おススメの使い方

①気になる観光スポットやイベントを簡単に検索し、情報を得
　ましょう！【知る】
②観光スポットを選択し、オリジナル周遊ルートを作ってみま
　しょう！【見る・体験する】
③撮影した写真をギャラリーに投稿してみましょう！【教える】

観光振興課　☎（21）2373

　消防団員は、普段は自分の職業等を持ちながらも、「自分のまち
は自分で守る」という志に基づき、災害発生時には自宅や職場から
出動し消防活動を行い、平常時には火災予防活動や訓練を行うこと
で、地域に密着し住民の皆様の安全を守っています。
　栃木市消防団ではこうした消防団の日頃の活動等をより多くの
方々に知ってもらうため、消防団広報紙「火伏」を年に１回作成して 市消防本部 消防総務課　☎（23）3527

https://www.tochigi-city-kura-navi.jp

URL：https://www.city.tochigi.lg.jp/
        site/shoubou/list128-617.html

います。広報紙は栃木市消防本部ホームページ（市ホームページ内）
に掲載しています。ぜひご覧ください。

5
令和元年

ひ ぶ せ
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か
か
し
の
里
の
ス
イ
セ
ン
・
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
沿
い
の
木ぼ

瓜け

　
西
山
田
に
あ
る
か
か
し
の
里
は
、
春
に
な
る
と
沢
山
の
水
仙
の

花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
笑
う
季
節
に
、
ひ
と
き
わ
元

気
に
瑞
々
し
く
咲
く
黄
色
の
花
は
、
訪
れ
た
人
の
心
を
く
す
ぐ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
下
旬
頃
、
Ｊ
Ｒ
大
平
下
駅
か
ら
大
中
寺
に
向
か
っ

て
歩
く
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
の
途
中
、
突
如
と
し
て
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
鮮
や
か
な
深
紅

の
花
は
、
大
平
ト
ミ
タ
園

の
木
瓜
の
花
で
す
。

◀
渦
巻
く
よ
う
な
花
び
ら
の
ワ
タ
ラ
セ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

▶
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
と
カ
タ
ク
リ

　
大
柿
の
直
売
所
「
生
出
宿
里
の
駅
」
の
西
側
に
は
、３
月
下
旬
頃
、

ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
と
カ
タ
ク
リ
の
花
が
、
白
と
薄
紫
の
あ
ざ
や
か
な

競
演
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ス
や
桜
で
有
名
な
つ
が
の

里
で
は
、
４
月
下
旬
、
フ

デ
リ
ン
ド
ウ
の
群
生
が
、

小
さ
い
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。

つ
が
の
里
の「
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
」と
大
柿
の「
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
」

▶  

淡
い
青
紫
の
可
憐
な
花

を
咲
か
せ
る
フ
デ
リ
ン

ド
ウ

▶
「
昇
り
藤
」
と
も
呼
ば
れ
る
ル
ピ
ナ
ス
の
花

川の淵を彩るシュウカイドウの花▶

　5月頃、国府公民館前の休耕地では、「国府地区ルピナスの郷づくり実行委員会」
が育てたルピナスの花が見頃を迎えます。
　また、8月から 9月上旬にかけて、出流山ふれあいの森では、シュウカイドウの花

が、出流川の両岸を覆うように咲き誇ります。

国府地区の「ルピナス」と出流の「シュウカイドウ」

◀初夏の太陽を浴びて白く輝くハナムグラ

渡良瀬遊水地の「ハナムグラ」と「ワタラセツリフネソウ」

　
県
や
市
の
文
化
財
を
有
す
る
名
刹
小
野
寺
山
大
慈
寺
。
ツ
ツ
ジ

の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、４
月
上
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
、

境
内
の
奥
の
院
に
向
っ
て
つ
つ
じ
の
群
落
が
山
肌
を
赤
く
染
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
み
か
も
山
公
園
の
東
斜
面
の
中
腹
に
は
、
１
５
０
万

株
の
見
事
な
カ
タ
ク
リ
が
群
生
し
て
お
り
、
３
月
上
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
か
け
て
、
紫

色
の
可
憐
な
花
が
辺
り　
　
　
　
　
　
　
　

一
面
を
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

◀
大
慈
寺
の
境
内
に
咲
く
ツ
ツ
ジ

▶  

薄
紫
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ

う
に
一
面
に
咲
く
み
か
も

山
公
園
東
口
の
カ
タ
ク
リ

み
か
も
山
公
園
の
「
カ
タ
ク
リ
」
と
大
慈
寺
の
「
ツ
ツ
ジ
」

▲小江戸ブランドに認定されている真上の梅▲西方ふれあいパーク「花の滝」

　藤岡地域の渡良瀬遊水地史跡保全ゾーンでは、6月を迎えるころ多数の白く小
さな花弁をつけたハナムグラを見ることができます。この花が群生する姿は遊水
地以外では珍しいとされています。
　遊水地が秋を迎える 9月から 10月にかけて、ヨシ原の日当たりのよい場所で
ワタラセツリフネソウの群生を見ることができます。鮮やかな紫色の花は、緑の
中に差し色となって遊水地に彩り
をもたらします。

「ツツジの『花の滝』」と「真上の梅」
　西方ふれあいパークにある滝をイメージしてツツジの花で作られた「花の滝」は、
地域予算提案事業やまちづくり実働組織の活動により守られており、５月の開花時期
には公園を訪れる人々の目を楽しませてくれます。
　また、とちぎ小江戸ブランドにも認定されている真

まが み
上の梅は、中山間地域の活性化

を目的に、西方町真名子にある真上地区が集落をあげて生産しているもので、地区内
の圃場には約 1,000 本の梅の樹が植
えられています。

花の歳時記
　今回は、まちかどニュース特別編！「花の歳時記」と題して、
各地域の知られざる花の名所をご紹介します。花の歳時記

▶
ふ
れ
あ
い
の
道
沿
い
に

咲
く
木
瓜
の
花

▶
か
か
し
の
里
に
春
を
告
げ
る
ス
イ
セ
ン
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